
年間授業計画　

高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

国語 文学国語
国語 文学国語 2

（Ａ組：近衞 ） （Ｂ組：平井） （Ｃ組：平井） （Ｄ組：近衞）

文学国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

文学的作品や評論文を読むにあたっての国語の
知識や技能を身につけ、我が国の言語文化に対
して興味関心を持ち、理解を深めることができ
る。

文学的作品や評論文を読むにあたって、深く共
感したり豊かに想像したりする力や論理的に考
える力をつけ、自分の思いや考えを広げたり深
めたりすることができる。

言葉がもつ価値への認識を深める。生涯にわた
って読書に親しむ姿勢をもち、我が国の文化の
担い手として、言葉を通して他者や社会に関わ
ろうとする態度をもつ。

『文学国語』筑摩書房

国語

【 知　識　及　び　技　能 】文学的作品や評論文を読むにあたってこの国語の知識や技能を身に付け、他者や社会に興味関心を持つ。

「書くこと」「読むこと」を通して、共感したり想像したり、また論理的に考える力を伸ばしていく。

言葉が持つ価値への認識を深めるとともに、国際社会に関わろうとする態度を養う。

思 態
配当
時数

１
学
期

前半

★内容や構成、論理の展開などについ

て叙述を基に的確に捉え、要旨や要点

を把握する。

★文章の精読を通して多角的な視点と

豊かな心を育む。

★常用漢字の習得

「プラスチック膜を破って」梨木果

歩

「名づけと所有」西沢修

○便覧・端末の活用

○ ○ ○

　

　声を出して読む。

　ノートの作成・提出。

　宿題の提出。

　小テストの実施。

　プリントまたはレポートの提出。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

○ ○ ○ 13

後半

★内容や構成、論理の展開などについ

て叙述を基に的確に捉え、要旨や要点

を把握する。

★実社会の中から適切な話題を決　　

　　

め、様々な観点から情報を収集、

整理して、伝え合う内容を検討す

ること。

「山月記」中島　敦

　評論　二本

○ ○ 13

2

○ 15

15

2

定期考査 ○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○

○

　

　声を出して読む。

　ノートの作成・提出。

　宿題の提出。

　小テストの実施。

　発表

○参考資料

○ ○ ○

前半

★文章や図表に含まれている情報を的

確に読み取り、筆者の意図を解釈し、

自己の考えを深める。

★話し合いの目的、種類、状況に応じ

て、表現や話し合いの仕方や結論の出

し方工夫すること。　

★常用漢字の習得

「記号論と生のリアリティ」立川健

二

「こころ」夏目漱石 ○ ○ ○

　

　声を出して読む。

　ノートの作成・提出

　宿題の提出。

　小テストの実施。

　発表

○ ○

○ ○

後半

★内容や構成、論理の展開などについ

て叙述を基に的確に捉え、要旨や要点

を把握する。

★文章の精読を通して多角的な視点と

豊かな心を育む。

★常用漢字の習得

「こころ」夏目漱石

「私の個人主義」夏目漱石

「建築論ノート」松山巌 ○ ○ ○

　

　声を出して読む。

　ノートの作成・提出。

　宿題の提出。

　小テストの実施。

　発表

　プリントまたはレポートの提出。

○ ○

２
学
期

定期考査

★内容や構成、論理の展開などについ

て叙述を基に的確に捉え、要旨や要点

を把握する。

★文章や図表に含まれている情報を的

確に読み取り、筆者の意図を解釈し、

自己の考えを深める。　

★実社会の中から適切な話題を決　　

　　

め、様々な観点から情報を収集、

整理して、伝え合う内容を検討す

ること。

★文章の精読を通して多角的な視点と

豊かな心を育む。

詩

「小景異情」

「死にたまふ母」他

「文学の仕事」　加藤周一

　

　声を出して読む。

　ノートの作成・提出。

　宿題の提出。

　小テストの実施。

　発表

　プリントまたはレポートの提出。

○参考資料

○ ○

３
学
期

○ ○

○ 8

○ ○ 9○

○ ○ ○

○



78

○ ○ 1○ ○定期考査

合計

○



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 Ａ 組～ Ｄ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

12

○ ○

○ ○

○ ○

○

Ａ★平安文化を理解する

　★和歌を理解する

　★助動詞・敬語の復習

『更級日記』

『蜻蛉日記』

『和泉式部日記』

『大鏡』

　＋歌論書

○便覧・端末の活用

○

○

○

定期考査

Ｂ★漢文を深く理解する

　★漢語の句形の復習

　★漢字に強くなる
○ ○

定期考査

1

Ｂ★漢文の世界を探究する

　★「史伝」から当時の人の

　　人生を読む。　

　★漢文の句形の復習

史伝

「項王の最後」

　＋「長恨歌」

小説

「定伯売鬼」

○便覧・端末の活用

○ ○ ○

　声を出して読む。

　ノートの作成・提出。

　宿題の提出。

　小テストの実施。

○プリントまたはレポートの提出。

○

１
学
期

Ａ★古文を深く理解する

　★和歌を詠む

　★用言・助動詞の復習

「小野篁、広才のこと」

「花は盛りに」

『玉勝間』

『方丈記』

『伊勢物語』

○便覧・端末の活用

故事・逸話

「漱石枕流」「塞翁が馬」

思想

「孔子・孟子・荀子・韓非子」

○便覧・端末の活用

○

○

○

２
学
期

○

古典探究国語

３
学
期

○

○

　声を出して読む。

　ノートの作成・提出。

　宿題の提出。

　小テストの実施。

○プリントまたはレポートの提出。

　声を出して読む。

　ノートの作成・提出。

　宿題の提出。

　小テストの実施。

○プリントまたはレポートの提出。

○

定期考査

【学びに向かう力、人間性等】

○

○ ○

○

古典がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって我が国の文化の担い手である教養
人として、言葉を通して他者や国際社会に関わ
ろうとする態度を養う。

古典探究

○

生涯にわたり必要な国語・古典の知識や技能を
身につけるとともに、我が国の古典を主体的に
読み、理解を深めることができるようにする。

古典作品において、論理的に考える力や深く共
感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、自
分の思いや考えを広げたり深めたりすることが
できるようにする。

『古典探究』大修館書店

国語

考察力・共感力・想像力を伸ばし、自らの思いを他者に的確に発信する能力を育てる。

国際的視野をもち、自国文化の担い手として社会に関わろうとする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

（Ａ組：森 ）

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたり必要な国語の知識や技能を習得する。

国語 古典探究 3

（Ｂ組：近衞） （Ｃ組：近衞） （Ｄ組：森）

　声を出して読む。

　ノートの作成・提出。

　宿題の提出。

　小テストの実施。

○プリントまたはレポートの提出。
○ ○ ○

領域
評価規準 知

2

20

20

○

　声を出して読む。

　ノートの作成・提出。

　宿題の提出。

　小テストの実施。

○プリントまたはレポートの提出。

○ ○

配当
時数

態

Ｂ★中国文化を理解する

　★漢文の句形の復習

　★漢字に強くなる

　

漢詩

「李白・杜甫・白居易他」

史伝

「項羽と劉邦」

「鴻門の会」

○便覧・端末の活用

22

○ ○ ○

○ ○ ○

14

24

Ａ★古典の世界を探究する

　★『源氏物語』から当時の人の

　　人生を読む。

　★敬語・助詞の復習

  

『大鏡』

『源氏物語』

　＋近世の俳諧

○便覧・端末の活用 ○ ○

　声を出して読む。

　ノートの作成・提出。

　宿題の提出。

　小テストの実施。

○プリントまたはレポートの提出。

2

合計

117



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 B 組 ・ C 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

世界史探究
地理歴史 世界史探究 3

地理歴史

世界史探究

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

歴史に関する理解を深め、諸資料から歴史に関する情報を
読み取り、活用する能力を身につける。

歴史に関わる諸事象について、世界とその中の日本を広
く相互的な視野から捉えて、諸課題を考察する歴史的思
考力を培う。

広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に
生きる平和で民主的な国家及び社会の形成に貢献できる
資質と能力を養う。

世界史探究（東京書籍）

地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】
現代世界の地域的特徴と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに、調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的
に調べまとめる技能を身につける。

地理や歴史に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、多面的・多角的に考察し、社会課題の解決に向けて構想し、表現
、議論する力を養う。

よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養う。

態
配当
時数

１
学
期

〇世界史探究の導入としての位置づけを踏

まえ，生徒が現在と異なる過去や現在につ

ながる過去に触れ，世界史学習の意味や意

義に気づくようにする。

〇各地域の古代文明について，その共通点

や相違点，それらが自然環境とどのように

関係しているかなどについて理解する。

世界史へのまなざし

古代文明の出現

【知識・技能】

・人類の誕生と地球規模での拡散・移動を基に，人類

の歴史と地球環境との関わりについて理解している。

・オリエント文明，インダス文明，中華文明などを基

に，古代文明の歴史的特質を理解している。

【思考・判断・表現】　

・諸事象を捉えるための時間の尺度や，諸事象の空間

的な広がりに着目し，主題を設定し，地球の歴史にお

ける人類の歴史の位置と人類の特性を考察し，表現し

ている。

・古代文明に関わる諸事象の背景や原因，結果や影響, 

 

事象相互の関連などに着目し，主題を設定し，諸資料

を比較したり関連づけたりして読み解き，自然環境と

生活や文化との関連性，農耕・牧畜の意義などを多面

的・多角的に考察し，表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】

・日常生活から見る世界の歴史や，地球環境から見る

人類の歴史について，課題意識や学習への見通しをも

○ ○ ○ 20

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1
○西アジアと地中海周辺の国家がどのよう

に影響を及ぼしあい，どのような共通点を

もっているかについて理解する。

〇この世界で成立した宗教が現在の世界の

宗教分布とどのように関係しているかにつ

いて理解する。

〇南アジア地域を特徴づける「多様のなか

の統一」とはどのようなことなのかなどに

ついて理解する。

西アジアと地中海周辺

南アジア

【知識・技能】

・西アジアと地中海周辺の諸国家，キリスト教とイス

ラームの成立とそれらを基盤とした国家の形成などを

基に，西アジアと地中海周辺の歴史的特質を理解して

いる。

・仏教の成立とヒンドゥー教，南アジアの諸国家など

を基に，南アジアの歴史的特質を理解している。　

【思考・判断・表現】　

・西アジアと地中海周辺の歴史に関わる諸事象の背景

や原因，結果や影響, 

事象相互の関連，諸地域相互の関わりなどに着目し，

主題を設定し，諸資料を比較したり関連づけたりして

読み解き，西アジアと地中海周辺の諸国家の社会や文

化の特色，キリスト教とイスラームを基盤とした国家

の特徴などを多面的・多角的に考察し，表現している

。

・南アジアの歴史に関わる諸事象の背景や原因，結果

や影響, 

事象相互の関連，諸地域相互の関わりなどに着目し，

主題を設定し，諸資料を比較したり関連づけたりして

読み解き，南アジアにおける宗教や文化の特色を多面

的・多角的に考察し，表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】

・「西アジアと地中海周辺」の内容に対して，見通し

○ ○ ○ 20

定期考査 ○ ○

1
○東南アジア地域における国家形成が交易

や思想・文化とどのように関係しているの

かなどについて理解する。

○東アジアと中央ユーラシアの古代国家は

どのようにして生まれたのか，また古代国

家の誕生と発展が社会と文化に与えた影響

や，それによって生みだされた地域の特色

について理解する。

東南アジア　

東アジアと中央ユーラシア

アフリカ，オセアニア，古アメリカ

【知識・技能】

・海の道や東南アジアの諸国家を基に，東南アジアの

歴史的特質を理解している。　

・秦・漢と遊牧国家，唐と近隣諸国の動向などを基に

，東アジアと中央ユーラシアの歴史的特質を理解して

いる。

・自然環境との関わりなどを基に，ユーラシア大陸以

外の地域に成立した文明の特徴を理解している。

定期考査 ○ ○



○ ○ 1

２
学
期

について理解する。

○ユーラシア大陸以外の地域に成立した文

明の特徴について，自然環境との関わりに

注目しながら理解する。

外の地域に成立した文明の特徴を理解している。

【思考・判断・表現】　

・東南アジアの歴史に関わる諸事象の背景や原因，結

果や影響, 

事象相互の関連，諸地域相互の関わりなどに着目し，

主題を設定し，諸資料を比較したり関連づけたりして

読み解き，東南アジアにおける宗教や文化の特色，周

辺諸地域との関係などを多面的・多角的に考察し，表

現している。

・東アジアと中央ユーラシアの歴史に関わる諸事象の

背景や原因，結果や影響, 

事象相互の関連，諸地域相互の関わりなどに着目し，

主題を設定し，諸資料を比較したり関連づけたりして

読み解き，唐の統治体制と社会や文化の特色，唐と近

隣諸国との関係，遊牧民の社会の特徴と周辺諸地域と

の関係などを多面的・多角的に考察し，表現している

。

・アフリカ，オセアニア，古アメリカの歴史に関わる

諸事象の背景や原因，結果や影響, 

事象相互の関連，諸地域相互の関わりなどに着目し，

主題を設定し，諸資料を比較したり関連づけたりして

読み解き，ユーラシア大陸以外の地域に成立した文明

の特徴を多面的・多角的に考察し，表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】

・「東南アジア」の内容に対して，見通しをもって学

習に取り組もうとしている。

・「東アジアと中央ユーラシア」の内容に対して，見

○ ○ ○ 23

定期考査

23

定期考査 ○ ○ 1

○アジア・アフリカの広大な地域が，イス

ラーム文明圏としてまとまった理由などに

ついて理解する。

○9世紀から15世紀にかけて，ヨーロッパ

世界ではどのような政治，経済，社会，文

化の変動がおこったのか，また，それらの

変動の結果は後世のヨーロッパにどのよう

に継承されていったのかなどについて理解

する。

イスラーム世界の拡大と繁栄

中世ヨーロッパ

【知識・技能】

・西アジア社会の動向とアフリカ・アジアへのイスラ

ームの伝播などを基に，海域と内陸にわたる諸地域の

交流の広がりを構造的に理解している。　

・ヨーロッパ封建社会とその展開などを基に，海域と

内陸にわたる諸地域の交流の広がりを構造的に理解し

ている。

【思考・判断・表現】　

・諸地域の交流の広がりに関わる諸事象の背景や原因

，結果や影響，事象相互の関連，諸地域相互のつなが

りなどに着目し，主題を設定し，諸資料を比較したり

関連づけたりして読み解き，諸地域へのイスラームの

拡大の要因などを多面的・多角的に考察し，表現して

いる。

・諸地域の交流の広がりに関わる諸事象の背景や原因

，結果や影響，事象相互の関連，諸地域相互のつなが

りなどに着目し，主題を設定し，諸資料を比較したり

関連づけたりして読み解き，ヨーロッパの社会や文化

の特色などを多面的・多角的に考察し，表現している

。

【主体的に学習に取り組む態度】

・「イスラーム世界の拡大と繁栄」の内容に対して，

見通しをもって学習に取り組もうとしている。

○ ○ ○



1
合計
117

〇 13

○大交易時代に，なぜ世界の各地で社会が

ほぼ同時に大きく変化したのか，また，世

界の諸地域間の関係は，前後の時代と比べ

てどのように特徴づけられるのかなどにつ

いて理解する。

○16世紀から18世紀にかけて，アジア諸地

域に成立した諸帝国が比較的安定した社会

を維持できたのはなぜか，また経済的繁栄

はどのようにもたらされたのかなどについ

て理解する。

大交易時代と世界の一体化

ユーラシア諸帝国の繁栄

【知識・技能】

・アジア海域での交易の興隆，明と日本・朝鮮の動向

，スペインとポルトガルの活動などを基に，諸地域の

交易の進展とヨーロッパの進出を構造的に理解してい

る。　

・西アジアや南アジアの諸帝国，清と日本・朝鮮など

の動向を基に，アジア諸地域の特質を構造的に理解し

ている。

【思考・判断・表現】　

・諸地域の交易とヨーロッパの進出に関わる諸事象の

背景や原因，結果や影響，事象相互の関連，諸地域相

互のつながりなどに着目し，主題を設定し，諸資料を

比較したり関連づけたりして読み解き，アジア海域で

の交易の特徴，ユーラシアとアメリカ大陸間の交易の

特徴とアメリカ大陸の変容などを多面的・多角的に考

察し，表現している。

・アジア諸地域の動向に関わる諸事象の背景や原因，

結果や影響，事象相互の関連，諸地域相互のつながり

などに着目し，主題を設定し，諸資料を比較したり関

連づけたりして読み解き，諸帝国の統治の特徴，アジ

ア諸地域の経済と社会や文化の特色，日本の対外関係

の特徴などを多面的・多角的に考察し，表現している

。

【主体的に学習に取り組む態度】

・「大交易時代と世界の一体化」の内容に対して，見

通しをもって学習に取り組もうとしている。

・「ユーラシア諸帝国の繁栄」の内容に対して，見通

○ ○ 13

３
学
期

○歴史上かつてない規模の世界帝国である

モンゴル帝国はどのようにして生まれ，ど

のように世界を結びつけたのかなどについ

て理解する。

○インドと東南アジアにおけるイスラーム

の広がりが一様でなかった要因などについ

て理解する。

中華世界の変容とモンゴル帝国

インド洋海域世界の発展と東南アジア

【知識・技能】

・宋の社会とモンゴル帝国の拡大などを基に，海域と

内陸にわたる諸地域の交流の広がりを構造的に理解し

ている。　

・インド洋海域世界と東南アジアの発展などを基に，

諸地域の交易の進展を構造的に理解している。

【思考・判断・表現】　

・諸地域の交流の広がりに関わる諸事象の背景や原因

，結果や影響，事象相互の関連，諸地域相互のつなが

りなどに着目し，主題を設定し，諸資料を比較したり

関連づけたりして読み解き，中国社会の特徴やモンゴ

ル帝国が果たした役割などを多面的・多角的に考察し

，表現している。

・諸地域の交易に関わる諸事象の背景や原因，結果や

影響，事象相互の関連，諸地域相互のつながりなどに

着目し，主題を設定し，諸資料を比較したり関連づけ

たりして読み解き，インド洋海域世界と東南アジアの

発展などを多面的・多角的に考察し，表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】

・「中華世界の変容とモンゴル帝国」の内容に対して

，見通しをもって学習に取り組もうとしている。

・「インド洋海域世界の発展と東南アジア」の内容に

対して，見通しをもって学習に取り組もうとしている

〇 〇

定期考査 ○ ○



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 B 組 ・C 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

・中世の地方農村社会の変容を荘園公領制をベースに理解し、自分なりの言

葉で概観することができる。

・院政とはどのような仕組みであったかを理解し、その政権下で平氏がどの

ように権力を伸長していったのかを説明することができる。

・武家政権初の平氏政権は、どのような政権であったかを理解し、その特徴

を説明することができる。

中世社会の成立

院政と平氏

【知識及び技能】

・平安時代における歴史的事象を理解し、記述すること

　ができる。

　【思考力、判断力、表現力等】　

・歴史的事象から共通点や相違点を見つけ，説明でき

　る。

【主体的に学習に取り組む態度】】

・日本史で学習した内容を日常生活や既習内容と関連づ

　けることできる。

○ ○

２
学
期

・藤原北家がどのように勢力を伸長していったかを理解し、その過程を説明

することができる。

・摂関政治とはどのような仕組みであったかを理解し、当時の政治や社会な

どにどのような影響を与えたのかについて考えることができる。

貴族政治と国風文化

摂関政治

【知識及び技能】

・平安時代における歴史的事象を理解し、記述すること

　ができる。

　【思考力、判断力、表現力等】　

・歴史的事象から共通点や相違点を見つけ，説明でき

　る。

【主体的に学習に取り組む態度】】

・日本史で学習した内容を日常生活や既習内容と関連づ

　けることできる。

○ ○

律令国家の形成

平城京の時代

天平文化

・国風文化がなぜ花開いたのかその理由を理解し、どのように発展していっ

たかを説明できる。

・平安時代における地方は、どのように変化していったかに関して、中央と

の関わりを踏まえて理解し、説明できる。

・武士はなぜ誕生したかその理由を理解し、どのように中央や地方において

勢力を拡大していったかに関して説明できる。

国風文化

地方政治の展開と武士

【知識及び技能】

・平安時代における歴史的事象を理解し、記述すること

　ができる。

　【思考力、判断力、表現力等】　

・歴史的事象から共通点や相違点を見つけ，説明でき

　る。

【主体的に学習に取り組む態度】】

・日本史で学習した内容を日常生活や既習内容と関連づ

　けることできる。

○ ○

○

【知識及び技能】

・飛鳥時代から奈良時代における歴史的事象を理解し、

　記述することができる。

　【思考力、判断力、表現力等】　

・歴史的事象から共通点や相違点を見つけ，説明でき

　る。

【主体的に学習に取り組む態度】】

・日本史で学習した内容を日常生活や既習内容と関連づ

　けることできる。

定期考査

○ 24

合計

117

配当
時数

１
学
期

・旧石器時代の日本人がどのような生活をしていたかを理解し、農耕社会の

成立後とどのような差異があるかを考えることができる。

・農耕社会が成立し、身分が誕生したことでどのような変化が起きたを理解

し、自分なりの言葉で説明できる。

・弥生時代に小勢力であった権力者が、古墳時代に広域を支配する勢力へと

拡大していく過程を理解し、社会にどのような変化が生じたかを考えること

ができる。

・ヤマト政権はなぜ誕生し、どのように支配地域を拡大していったかを理解

し、社会にどのような変化が生じたかを考えることができる。

日本文化のあけぼの

農耕社会の成立

古墳とヤマト政権

【知識及び技能】

・旧石器時代～古墳時代における歴史的事象を理解し、

　記述することができる。

　【思考力、判断力、表現力等】　

・歴史的事象から共通点や相違点を見つけ，説明でき

　る。

【主体的に学習に取り組む態度】】

・日本史で学習した内容を日常生活や既習内容と関連づ

　けることできる。

○ ○ ○ 18

・遣隋使や遣唐使を派遣し、外部の制度を学んだ日本が、どのようにオリジ

ナルを改良し、律令国家を形成していったかを理解し、自分なりの言葉で説

明できる。

・奈良時代全体の歴史的事象を理解し、自分なりの言葉で奈良時代を概観す

ることができる。

・天平文化は、どのように生まれたかその経緯を理解し、この後の文化にど

のような影響を与えたのかを説明することができる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1○ 〇定期考査

古代から中世にかかる日本史を理解し、日本社会がどのように変容したかについて多角的に分析し、考えられる力を養う。

・日本史で学習した内容を日常生活や既習内容と関連づけ
ることできる。

【学びに向かう力、人間性等】

地理歴史科 日本史探究
地理歴史科 日本史探究 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
・古代から中世にかかる日本史を理解し、政治的・外交的変容などを自分なりの言
葉で説明することができる。
・古代から中世にかかる日本史を理解し、日本の国家体制がどのように変容してか
に関して自分なりの言葉で説明できる。

・古代から中世にかかる日本史を理解し、さ
まざまな事象の因果関係を考察し、その変化
の様子など記述することができる。

詳説　日本史（山川出版社）　

地理歴史科

古代から中世にかかる日本史を理解し、時系列や分野別などさまざまな視点から考え、表現できる力を養う。

古代から中世にかかる日本史を理解し、事象の因果関係や変化などを主体的に探究できる力を養う。

日本史探究

【 知　識　及　び　技　能 】

日本史を時系列や分野別などさまざまな視点から探究することで、物事を多角的に考える力を養う。また、現代社会に生じる諸問題に関して過去の歴史の知見を用い、解決でき
る力を養う。

○ ○ 〇 1

定期考査 ○ ○ 〇 1

○ ○ ○ 22

22○

定期考査 ○ ○ 〇 1

○ 26３
学
期

定期考査 ○ ○ 〇 1



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ D 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

第1部　現代世界の系統地理的考察

第3章　交通・通信と観光、貿易

【知識及び技能】

交通・通信網と物流や人の移動に関

する運輸，観光などに関わる諸事象

をもとに，それらの規則性，傾向性

や，諸問題の現状や要因，解決に向

けた取り組みなどについて理解する

。　

【思考力、判断力、表現力等】　

交通・通信網と物流や人の移動に関

・交通・通信

・観光

・貿易と経済圏

【知識・技能】

交通・通信網と物流や人の移動に関する運輸

，観光などに関わる諸事象をもとに，それら

の規則性，傾向性や，諸問題の現状や要因，

解決に向けた取り組みなどについて理解して

いる。

【思考・判断・表現】　

交通・通信網と物流や人の移動に関する運輸

，観光などに関わる諸事象について，場所の

特徴や場所の結びつきなどに着目して，主題

を設定し，それらの規則性，傾向性や，地球

○ ○

定期考査 ○ ○

10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1○定期考査 ○

地理歴史 地理探究
地理歴史 地理探究 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

新詳地理探究（帝国書院）、新詳高等地図（帝国書院）

地理歴史

地理や歴史に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、多面的・多角的に考察し、社会課題の解決に
向けて構想し、表現、議論する力を養う。

よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養う。

地理探究

【 知　識　及　び　技　能 】

（A～D組：奥富　孝夫）

第1部　現代世界の系統地理的考察

第1章　自然環境

【知識及び技能】

自然環境に関わる諸事象をもとに，

それらの規則性，傾向性や，地球環

境問題の現状や要因，解決に向けた

取り組みなどについて理解する。　

【思考力、判断力、表現力等】　

自然環境に関わる諸事象について，

主題を設定し，それらの規則性，傾

向性や，地球的課題の要因や動向な

どを多面的・多角的に考察し，表現

する。

【学びに向かう力、人間性等】

自然環境について，よりよい社会の

【知識・技能】

自然環境に関わる諸事象をもとに，それらの

事象の空間的な規則性，傾向性や，地球環境

問題の現状や要因，解決に向けた取り組みな

どについて理解している。　

【思考・判断・表現】

自然環境に関わる諸事象について，場所の特

徴や自然および社会的条件との関わりなどに

着目して，主題を設定し，それらの事象の空

間的な規則性，傾向性や，関連する地球的課

題の要因や動向などを多面的・多角的に考察

し，表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】

自然環境について，よりよい社会の実現を視

野にそこでみられる課題を主体的に追究しよ

第1部　現代世界の系統地理的考察

第2章　資源と産業

【知識及び技能】

農業に関わる諸事象をもとに，それ

らの規則性，傾向性や，食料問題の

現状や要因，解決に向けた取り組み

などについて理解する。　

【思考力、判断力、表現力等】　

農業に関わる諸事象について，主題

を設定し，それらの規則性，傾向性

や，地球的課題の要因や動向などを

多面的・多角的に考察し，表現する

。

【学びに向かう力、人間性等】

農林水産業について，よりよい社会

【知識・技能】

農業に関わる諸事象をもとに，それらの規則

性，傾向性や，食料問題の現状や要因，解決

に向けた取り組みなどについて理解している

。　

【思考・判断・表現】　

農業に関わる諸事象について，場所の特徴や

場所の結びつきなどに着目して，主題を設定

し，それらの規則性，傾向性や，地球的課題

の要因や動向などを多面的・多角的に考察し

，表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】

農林水産業について，よりよい社会の実現を

視野にそこでみられる課題を主体的に追究し

ようとしている。

30○○○

10○○○

・地球環境と人間

・地形

・気候

・日本の自然環境

・地球環境問題

・農林水産業

・食料問題

現代世界の地域的特徴と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに、調査や諸資料から様々な情
報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身につける。

地理に関わる諸事象について、よりよい社会の
実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追
究、解決しようとする態度を養うとともに、多
面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養さ
れる日本国民としての自覚、我が国の国土に対
する愛情、世界の諸地域の多様な生活文化を尊
重しようとすることの大切さについての自覚な
どを深める。

【学びに向かう力、人間性等】

地理に関わる諸事象に関して、世界の生活文化
の多様性や、防災、地域や地球的課題への取組
などを理解する。
地図をはじめとする諸資料を用いて、地理に関
するさまざまな情報を適切かつ効果的に調べま
とめる技能を身に付け、地理に関する理解を深
め、活用する能力を身に付ける。

地理に関わる事象の意味や意義、特色や相互の
関連を、位置や分布、場所、人間と自然環境と
の相互依存関係、空間的相互依存作用、地域な
どに着目して、概念などを活用して多面的・多
角的に考察したり、地理的な課題の解決に向け
て構想したりする力や、考察、構想したことを
効果的に説明したり、それらを基に議論したり
する力を養う。

配当
時数

１
学
期

第1部　現代世界の系統地理的考察

第2章　資源と産業

【知識及び技能】

資源・エネルギーや工業などに関わ

る諸事象をもとに，それらの規則性

，傾向性や，資源・エネルギー問題

の現状や要因，解決に向けた取り組

みなどについて理解する。　

【思考力、判断力、表現力等】　

資源・エネルギーや工業などに関わ

る諸事象について，主題を設定し，

それらの規則性，傾向性や，地球的

課題の要因や動向などを多面的・多

角的に考察し，表現する。

【学びに向かう力、人間性等】

資源，産業について，よりよい社会

【知識・技能】

資源・エネルギーや工業などに関わる諸事象

をもとに，それらの規則性，傾向性や，資源

・エネルギー問題の現状や要因，解決に向け

た取り組みなどについて理解している。　

【思考・判断・表現】　

資源・エネルギーや工業などに関わる諸事象

について，場所の特徴や場所の結びつきなど

に着目して，主題を設定し，それらの規則性

，傾向性や，地球的課題の要因や動向などを

多面的・多角的に考察し，表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】

資源，産業について，よりよい社会の実現を

視野にそこでみられる課題を主体的に追究し

ようとしている。

○ ○ ○ 20

２
学

・エネルギー・鉱産資源

・資源・エネルギー問題

・工業

・第3次産業

○



３
学
期

交通・通信網と物流や人の移動に関

する運輸，観光などに関わる諸事象

について，主題を設定し，それらの

規則性，傾向性や，地球的課題の要

因や動向などを多面的・多角的に考

察し，表現する。

【学びに向かう力、人間性等】

交通・通信，観光について，よりよ

い社会の実現を視野にそこでみられ

を設定し，それらの規則性，傾向性や，地球

的課題の要因や動向などを多面的・多角的に

考察し，表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】

交通・通信，観光について，よりよい社会の

実現を視野にそこでみられる課題を主体的に

追究しようとしている。

第1部　現代世界の系統地理的考察

第4章　人口、村落・都市

【知識及び技能】

人口，都市・村落などに関わる諸事

象をもとに，それらの規則性，傾向

性や，諸問題の現状や要因，解決に

向けた取り組みなどについて理解す

る。

【思考力、判断力、表現力等】　

人口，都市・村落などに関わる諸事

象について，主題を設定し，それら

の規則性，傾向性や，地球的課題の

要因や動向などを多面的・多角的に

考察し，表現する。

【学びに向かう力、人間性等】

人口，村落・都市について，よりよ

い社会の実現を視野にそこでみられ

・人口

・人口問題

・村落と都市

・都市・居住問題

【知識・技能】

人口，都市・村落などに関わる諸事象をもと

に，それらの規則性，傾向性や，諸問題の現

状や要因，解決に向けた取り組みなどについ

て理解している。

【思考・判断・表現】　

人口，都市・村落などに関わる諸事象につい

て，場所の特徴や場所の結びつきなどに着目

して，主題を設定し，それらの規則性，傾向

性や，地球的課題の要因や動向などを多面的

・多角的に考察し，表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】

人口，村落・都市について，よりよい社会の

実現を視野にそこでみられる課題を主体的に

追究しようとしている。

○ ○ ○ 16

合計

定期考査 1

第1部　現代世界の系統地理的考察

第5章　生活文化、民族・宗教

【知識及び技能】

生活文化，民族・宗教などに関わる

諸事象をもとに，それらの規則性，

傾向性や，諸問題の現状や要因，解

決に向けた取り組みなどについて理

解する。

【思考力、判断力、表現力等】

生活文化，民族・宗教などに関わる

諸事象について，主題を設定し，そ

れらの規則性，傾向性や，地球的課

題の要因や動向などを多面的・多角

的に考察し，表現する。

【学びに向かう力、人間性等】

生活文化，民族・宗教について，よ

りよい社会の実現を視野にそこでみ

られる課題を主体的に追究しようと

【知識・技能】

生活文化，民族・宗教などに関わる諸事象を

もとに，それらの規則性，傾向性や，諸問題

の現状や要因，解決に向けた取り組みなどに

ついて理解している。

【思考・判断・表現】

生活文化，民族・宗教などに関わる諸事象に

ついて，場所の特徴や場所の結びつきなどに

着目して，主題を設定し，それらの規則性，

傾向性や，地球的課題の要因や動向などを多

面的・多角的に考察し，表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】　

生活文化，民族・宗教について，よりよい社

会の実現を視野にそこでみられる課題を主体

的に追究しようとしている。

○

○

○

○ ○

・衣食住

・民族・宗教と民族問題

・国家の領域と領土問題

117

学
期

26

定期考査 ○ ○ 1

定期考査 ○ ○ 1



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ D 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

定期考査 ○ ○ 1

 
選択・判断の手掛かりとなる概念や理論及び現代の諸課題について理解するとともに、諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調
べまとめる技能を身に付ける。

　よりよい社会の実現を視野に、現代社会の諸課題を主体
的に解決しようとする態度を養うとともに、各国が相互に
主権を尊重し、各国民が協力し合うことの大切さについて
の自覚などを深める。

【学びに向かう力、人間性等】

公共
公民 公共 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

　現代の諸課題を捉え考察し、選択・判断するための手掛
かりとなる概念や理論について理解するとともに、諸資料
から、倫理的主体などとして活動するために必要となる情
報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付ける。

　選択・判断の手掛かりとなる考え方や公共的な空間にお
ける基本的原理を活用して、事実を基に多面的・多角的に
考察し公正に判断する力や、合意形成や社会参画を視野に
入れながら構想したことを議論する力を養う。

詳述　公共（実教出版）

公民

　現代の諸課題について、事実を基に概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、解決に向けて公正に判断したりする力や、
合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを議論する力を養う。

　よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養う。

公共

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

１
学
期

A 公共の扉

【知識及び技能】

　自らの体験などを振り返ることを通して

、自らを成長させる人間としての在り方生

き方について理解する。　

【思考力、判断力、表現力等】　

　当事者として国家・社会などの公共的な

空間を作る存在であることについて多面的

・多角的に考察し、表現する。

【学びに向かう力、人間性等】

　公共的な空間における基本的原理につい

て、よりよい社会の実現を視野に、現代の

諸課題を主体的に解決しようとする。

（1）生涯における青年期の意義

（2）青年期と自己形成の課題

（3）職業生活と社会参加

（4）現代社会と青年の生き方

（5）ギリシアの思想

（6）宗教の教え

（7）人間の尊重

（8）人間の自由と尊厳

【知識・技能】

　自らの体験などを振り返ることを通して、自らを成

長させる人間としての在り方生き方について理解して

いる。

【思考・判断・表現】

　当事者として国家・社会などの公共的な空間を作る

存在であることについて多面的・多角的に考察し、表

現している。　

【主体的に学習に取り組む態度】

　公共的な空間における基本的原理について、よりよ

い社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解決

しようとしている。 

○ ○ ○ 12

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1
B 公共の扉

【知識及び技能】

　選択・判断の手掛かりとして、行為の結

果を重視する考え方や、行為の動機を重視

する考え方について理解する。　

【思考力、判断力、表現力等】　

　思考実験などの活動を通して、人間とし

ての在り方生き方を多面的・多角的に考察

し、表現する。

【学びに向かう力、人間性等】

　よりよい社会の実現を視野に、現代の諸

課題を主体的に解決しようとする。 

○

○

14

定期考査 ○

○ 7

○ 15

D よりよい社会の形成に参加する私たち

【知識及び技能】

　より活発な経済活動と個人の尊重を共に

成り立たせることが必要であることについ

て理解する。

【思考力、判断力、表現力等】　

　Cと同様

【学びに向かう力、人間性等】

　Bと同様

（12）現代の企業

（13）経済成長と景気変動

（14）金融機関の働き

（15）政府の役割と財政・租税

（16）日本経済の歩みと近年の課題

（17）中小企業と農業

（18）公害防止と環境保全

（19）消費者問題

（20）労働問題と雇用

（21）社会保障

【知識・技能】

　より活発な経済活動と個人の尊重を共に成り立たせ

ることが必要であることについて理解している。

【思考・判断・表現】　

　Cと同様

【主体的に学習に取り組む態度】

　Bと同様

○ ○ ○ 15

1

E よりよい社会の形成に参加する私たち

【知識及び技能】

　現実社会の事柄や課題を基に、よりよい

社会は利害の対立状況を調整して合意を形

成することなどを通して築かれるものであ

ることを理解する。

【思考・判断・表現】　

　Cと同様

【主体的に学習に取り組む態度】

　Bと同様

（22）国際社会における政治と法

（23）国家安全保障と国際連合

（24）冷戦終結後の国際政治

（25）軍備競争と軍備縮小

（26）異なる人種・民族との共存

（27）国際平和と日本

（28）国際経済のしくみ

（29）国際経済体制の変化

（30）経済のグローバル化と金融危機

（31）地域経済統合と新興国

（32）ODAと経済協力

【知識・技能】

　現実社会の事柄や課題を基に、よりよい社会は利害

の対立状況を調整して合意を形成することなどを通し

て築かれるものであることを理解している。

【思考・判断・表現】　

　Cと同様

【主体的に学習に取り組む態度】

　Bと同様

○ ○ ○ 10

定期考査

【知識・技能】

　選択・判断の手掛かりとして、行為の結果を重視す

る考え方や、行為の動機を重視する考え方について理

解している。　

【思考・判断・表現】

　思考実験などの活動を通して、人間としての在り方

生き方を多面的・多角的に考察し、表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】

　よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体

的に解決しようとしている。 

○ ○

定期考査 ○ ○

３
学
期

２
学
期 ○ ○

公民

1定期考査 ○○
合計

78

F 

持続可能な社会づくりの主体となる私たち

【思考力、判断力、表現力等】　

課題の解決に向けて事実を基に協働して考

察、構想し、妥当性や効果、実現可能性な

どを指標に、論拠を基に自分の考えを説明

、論述する。

【学びに向かう力、人間性等】

　Bと同様

・各班ごとに、具体的な主題を設定し、

協働して考察し、まとめ、自分たちの考

えを発表する。

【思考・判断・表現】

　課題の解決に向けて事実を基に協働して考察、構想

し、妥当性や効果、実現可能性などを指標に、論拠を

基に自分の考えを説明、論述している。

【主体的に学習に取り組む態度】

　Bと同様

○

C よりよい社会の形成に参加する私たち

【知識及び技能】

　法や規範に基づいて各人の意見や利害を

公平・公正に調整し、権利や自由が保障、

実現され、社会の秩序が形成、維持されて

いくことについて理解する。

【思考力、判断力、表現力等】　

　自立した主体として解決が求められる具

体的な主題を設定し、その解決に向けて事

実を基に協働して考察したり構想したりし

たことを、論拠をもって表現する。

【学びに向かう力、人間性等】

　Bと同様

（1）日本国憲法の成立

（2）平和主義とわが国の安全

（3）基本的人権の保障

（4）人権の広がり

（5）政治機構と国民生活

（6）人権保障と裁判所

（7）地方自治

（8）選挙と政党

（9）政治参加と世論

（10）経済社会の形成と変容

（11）市場のしくみ

【知識・技能】

　法や規範に基づいて各人の意見や利害を公平・公正

に調整し、権利や自由が保障、実現され、社会の秩序

が形成、維持されていくことについて理解している。

【思考・判断・表現】　

　自立した主体として解決が求められる具体的な主題

を設定し、その解決に向けて事実を基に協働して考察

したり構想したりしたことを、論拠をもって表現して

いる。

【主体的に学習に取り組む態度】

　Bと同様

○ ○

（9）個人と社会

（10）主体性の確立

（11）他者の尊重

（12）公正な社会

（13）人間の尊厳と平等

（14）自由・権利と責任・義務

（15）人権保障の発展と民主政治の成立

（16）国民主権と民主政治の発展



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 Ａ 組～ D 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

１．指数の拡張

２．指数関数

３．対数とその性質

４．対数関数

５．常用対数

○指数関数について理解し，それ

らを事象の考察に活用できるよう

にする。

○対数関数について理解し，それ

らを事象の考察に活用できるよう

にする。Ċ

【知識・技能】

○指数関数のグラフの概形，特徴を理解して

いる。

○底と1の大小に注意して，指数関数を含む方

程式・不等式を解くことができる。

○指数と対数とを相互に書き換えることがで

きる。

○対数の定義を理解し，対数の値を求めるこ

とができる。

○対数の性質に基づいた種々の対数の値の計

算や，等式の証明の方法がわかる。

○対数関数のグラフの概形，特徴を理解して

いる。

○底と1の大小に注意して，対数関数を含む方

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて
判断しようとする態度，問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとする態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

数学科 数学Ⅱ
数学科 数学Ⅱ 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関数，三角関数及び微分・積分の考えについて理解させ，基
礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識できるよう
にするとともに，それらを活用する態度を育てる。

定期考査 ○

いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数
関数，三角関数及び微分・積分の考えについて
の基本的な概念や原理・法則を体系的に理解す
るとともに，事象を数学化したり，数学的に解
釈したり，数学的に表現・処理したりする技能
を身に付けるようにする。

数の範囲や式の性質に着目し，等式や不等式が成り立つことなど
について論理的に考察する力，座標平面上の図形について構成要
素間の関係に着目し，方程式を用いて図形を簡潔・明瞭・的確に
表現したり，図形の性質を論理的に考察したりする力，関数関係
に着目し，事象を的確に表現してその特徴を数学的に考察する力
，関数の局所的な変化に着目し，事象を数学的に考察したり，問
題解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察したりす
る力を養う。

数研出版　数学Ⅱ

数学科

数学Ⅱ

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

１
学
期

１．一般角と弧度法

２．三角関数

３．三角関数の性質

４．三角関数のグラフ

５．三角関数の応用

６．加法定理

７．加法定理の応用

８．三角関数の合成

○角の概念を一般角まで拡張して

，三角関数に関する様々な性質や

式とグラフの関係について多面的

に考察できるようにする。 

○加法定理を理解し，それらを事

象の考察に活用できるようにする

。

【知識・技能】

○三角関数の相互関係を理解し，それらを利

用して様々な値を求めたり，式変形をしたり

することができる。

○－θやθ±πなどの公式を理解し，それらを

用いて三角関数の値を求めることができる。

○三角関数の性質とグラフの特徴を相互に理

解している。

○三角関数を含む方程式・不等式の解き方を

理解している。

○角がθ＋αの形をしている三角関数を含む

方程式・不等式の解き方を理解している。

○三角関数を含む関数の最大値・最小値を求

めることができる。

○加法定理を利用して，種々の三角関数の値

を求めることができる。

○2倍角，半角の公式を利用して，三角関数の

値を求めることができる。

○2倍角の公式を利用して，等式を証明するこ

とができる。

○2倍角の公式を利用して，やや複雑な三角関

数を含む方程式・不等式を解くことができる

。

【思考力・表現力・判断力】

○三角関数の性質を，単位円を用いて考察す

ることができる。

○三角関数を含む方程式・不等式を解く際に

，単位円やグラフを図示して考察することが

できる。

○変数をおき換えることで，三角関数を含む

関数の最大値・最小値を考察することができ

る。

○角を弧度法で表した場合にも，加法定理が

適用できる。

○3倍角の公式を，3α=2α＋αとしてとらえ

ることによって証明することができる。

○2倍角の公式を利用して，やや複雑な三角関

数を含む方程式・不等式の角を統一して考察

することができる。

【主体的に取り組む態度】

○三角比の定義を一般化して，三角関数の定

義を考察しようとする。

○周期関数に興味をもち，その性質を調べよ

うとする。

○三角関数を含む方程式・不等式の解くこと

に取り組む意欲がある。

○やや複雑な三角関数を含む関数の最大値・

○ ○ ○ 15

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1○



○底と1の大小に注意して，対数関数を含む方

程式・不等式を解くことができる。

○おき換えによって関数の最大・最小問題を

解くことができる。

○常用対数の定義を理解し，それに基づいて

種々の値を求めることができる。

○常用対数を利用して，桁数の問題や小数首

位問題などを解くことができる。

【思考力・表現力・判断力】

○指数が整数の場合だけではなく，無理数の

場合まで拡張して，累乗の定義を理解してい

る。

○指数関数の増減によって，大小関係や不等

式・方程式を考察することができる。

○対数関数の増減によって，大小関係や方程

式・不等式を考察することができる。

○真数が正であることに着目し，対数の性質

を適切に利用して問題を解決することができ

る。

○非常に大きな数や小さな数の取り扱いが楽

になる常用対数の有用性を考察することがで

きる。

○底の変換公式を用いることによって，どの

対数も常用対数で表現することができる。

○桁数や小数首位が第n位の数を，不等式で表

現することができる。

【主体的に取り組む態度】

○指数法則が成り立つようにするには，0乗，

負の整数乗，分数乗をどのように定義すれば

よいかと調べようとする。

○指数と対数との相互関係に興味・関心をも

つ。Ċ

○やや複雑な対数方程式，対数不等式に積極

的に取り組もうとする。ĊĊ

○桁数や小数首位の問題を一般的に考察しよ

うとする。Ċ

○対数で表された数が無理数であることの証

明に関心をもち，考察しようとする。

○ ○

1

15

１．微分係数

２．導関数

３．接線

４．関数の値の変化

５．最大値・最小値

６．関数のグラフと方程式・不等式

○微分係数や導関数の意味につい

て理解し，それらの有用性を認識

するとともに，事象の考察に活用

できるようにする。

○導関数の理解を深めるとともに

，導関数の有用性を認識できるよ

うにする。

【知識・技能】

○平均変化率，微分係数の定義を理解し，そ

れらを求めることができる。

○微分係数の図形的意味を理解している。

○定義に基づいて導関数を求める方法を理解

している。

○導関数の性質を利用して，種々の導関数の

計算ができる。

○導関数を利用して微分係数が求められるこ

とを理解している。また，微分係数の値など

から関数を決定することができる。

○接点のx座標が与えられたとき，接線の方程

式を求めることができる。

○曲線外の点から曲線に引いた接線の方程式

の求め方を理解している。

○導関数を利用して，関数の増減を調べるこ

とができる。

○導関数を利用して，関数の極値を求めたり

，グラフをかいたりすることができる。

○関数の極値が与えられたとき，関数を決定

することができる。

○導関数を利用して，関数の最大値・最小値

を求めることができる。

○最大・最小の応用問題では，変数のとり方

，定義域に注意している。

○導関数を利用して，最大値・最小値の応用

問題を解くことができる。

○導関数を利用して，方程式の実数解の個数

問題，不等式の証明問題を解くことができる

。

【思考力・表現力・判断力】

○関数の極限値の性質を直感的に理解し，そ

の性質を利用して関数の極限値を考察するこ

とができる。

○導関数を表す種々の記号を理解していて，

それらを適切に使って表現することができる

。

○微分係数の図形的な意味と，直線の方程式

の公式から，接線の方程式の公式を考察する

ことができる。

○ ○ ○ 24

定期考査 ○ ○

○



1○ ○

15

ことができる。

○定点Cから曲線に接線を引くとき，接点Aに

おける接線が点Cを通ると読み替えて考察する

ことができる。

○関数の増減を接線の傾きから考察すること

ができる。

○関数の増減や極値を調べるのに，増減表を

書いて考察することができる。

○関数の極値から関数を決定する際に，必要

十分条件に注意して考察することができる。

○最大値・最小値と極大値・極小値の違いを

，明確に意識して考察することができる。

○方程式の実数解の個数を，関数のグラフとx

軸の共有点の個数に読み替えて考察できる。

定期考査

１．不定積分

２．定積分

３．面積

○導関数の理解を深めるとともに

，導関数の有用性を認識できるよ

うにする。

○積分の考えについて理解し，そ

れらの有用性を認識するとともに

，事象の考察に活用できるように

する。

【知識・技能】

○不定積分の計算では，積分定数を書き漏ら

さずに示すことができる。

○不定積分の定義や性質を理解し，それを利

用する不定積分の計算方法を理解している。

○与えられた条件を満たす関数や曲線の方程

式を，不定積分を利用して求めることができ

る。

○定積分の定義や性質を理解し，それを利用

する定積分の計算方法を理解している。

○定積分は定数であることを理解し，それを

利用して，定積分を含む関数を求めることが

できる。

○上端が変数xである定積分で表された関数を

微分して処理することができる。

○直線や曲線で囲まれた部分の面積を，定積

分で表して求めることができる。

○上下関係が入れ替わる2曲線で囲まれた面積

を求めることができる。

○絶対値のついた関数の定積分の計算方法を

理解している。

○3次関数のグラフとその接線で囲まれた部分

の面積を求めることができる。

【思考力・表現力・判断力】

○不等式を，関数のグラフとx軸との上下関係

に読み替えて，考察することができる。

○微分法の逆演算としての不定積分を考察す

ることができる。

○定積分が，図形の計量に関して有用である

ことを認識することができる。

○定積分の計算で，分数計算を容易にするた

めの工夫を考察することができる。

○上端がxである定積分を，xの関数ととらえ

て問題を解決することができる。

○面積を求める際には，グラフの上下関係，

積分範囲などを，図をかいて考察することが

できる。

○放物線と直線の交点の座標が複雑な値であ

るとき，放物線と直線で囲まれた部分の面積

を，定積分の公式を利用するなどして，工夫

して求める方法を考察することができる。

○微分や定積分の計算で，

の導関数や不定積分の公式を利用するなどし

て，計算を工夫して行う方法を考察すること

ができる。

【主体的に取り組む態度】

○積分法が微分法の逆演算であることから，

不定積分を求めようとする。ĊĊ

○直線や曲線で囲まれた部分の面積を，定積

分を用いて求めようとする。ĊĊ

○微分積分学の基本定理について，興味・関

心をもち，考察しようとする。

○ ○ ○



15

計 89

定期考査 ○ ○ 1

定期考査 ○ ○ 1

１．微分係数

２．導関数

３．接線

４．関数の値の変化

５．最大値・最小値

６．関数のグラフと方程式・不等式

７．不定積分

８．定積分

９．面積

１０．発展　極限

１１．発展　三角関数の微分

○微分係数や導関数の意味につい

て理解し，それらの有用性を認識

するとともに，事象の考察に活用

できるようにする。

○導関数の理解を深めるとともに

，導関数の有用性を認識できるよ

うにする。

○積分の考えについて理解し，そ

れらの有用性を認識するとともに

，事象の考察に活用できるように

する。

【知識・技能】

○導関数を利用して微分係数が求められるこ

とを理解している。また，微分係数の値など

から関数を決定することができる。

○導関数を利用して，関数の極値を求めたり

，グラフをかいたりすることができる。

○最大・最小の応用問題では，変数のとり方

，定義域に注意している。

○導関数を利用して，最大値・最小値の応用

問題を解くことができる。

○導関数を利用して，方程式の実数解の個数

問題，不等式の証明問題を解くことができる

。

○定積分は定数であることを理解し，それを

利用して，定積分を含む関数を求めることが

できる。

○絶対値のついた関数の定積分の計算方法を

理解している。

○3次関数のグラフとその接線で囲まれた部分

の面積を求めることができる。

【思考力・表現力・判断力】

○導関数を表す種々の記号を理解していて，

それらを適切に使って表現することができる

。

○微分係数の図形的な意味と，直線の方程式

の公式から，接線の方程式の公式を考察する

ことができる。

○関数の極値から関数を決定する際に，必要

十分条件に注意して考察することができる。

○最大値・最小値と極大値・極小値の違いを

，明確に意識して考察することができる。

○方程式の実数解の個数を，関数のグラフとx

軸の共有点の個数に読み替えて考察できる。

○定積分の計算で，分数計算を容易にするた

めの工夫を考察することができる。

○面積を求める際には，グラフの上下関係，

積分範囲などを，図をかいて考察することが

できる。

○放物線と直線の交点の座標が複雑な値であ

るとき，放物線と直線で囲まれた部分の面積

を，定積分の公式を利用するなどして，工夫

して求める方法を考察することができる。

○微分や定積分の計算での導関数や不定積分

の公式を利用するなどして，計算を工夫して

行う方法を考察することができる。

【主体的に取り組む態度】

○種々の関数の極限値を，興味・関心をもっ

て考察しようとする。ĊĊ

○関数の増減や極値の問題を導関数を用いて

調べ，解決しようとする。ĊĊ

○4次関数の増減や極値を調べたり，グラフを

かいたりする意欲がある。ĊĊ

○身近にある最大値・最小値の問題を，微分

○ ○ ○



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 Ａ 組～ D 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漸化式と数列　

数学的帰納法

発展　数列の極限

数列の考え方をもとにして，漸化式

と数学的帰納法について理解できる

ようにするとともに，事象の再帰的

な関係に着目し，日常の事象や社会

の事象などを数学的に捉え，数列の

考えを問題解決に活用する力を養う

。更に，自然数の性質などを見いだ

し，それらを数学的帰納法を用いて

証明するとともに，他の証明方法と

比較して多面的に考察する力を養う

。

【知識・技能】○漸化式の意味を理解し，具体的に項

が求められる。○初項と漸化式から数列の一般項が求

められる。○数学的帰納法を用いて，等式を証明でき

る。○数学的帰納法を用いて，整数の性質を証明でき

る。○数学的帰納法を用いて，不等式を証明できる。

　

【思考・判断・表現】○漸化式を適切に変形して，数

列の特徴を考察することができる。○与えられた条件

からanとan＋1の間に成り立つ漸化式を求めて考察する

ことができる。○自然数nに関する命題の証明には，

数学的帰納法が有効なことを理解し，活用することが

できる。○数列の一般項を推測し，それが正しいこと

の証明に数学的帰納法を活用することができる。○数

学的帰納法で証明した命題について，別の方法で証明

してそれらを比較するなど，多面的に考察することが

できる。

【主体的に学習に取り組む態度】○おき換えや工夫を

要する複雑な漸化式について考察しようとする。

○確率の問題に漸化式が利用できることに興味，関心

をもち，問題解決に利用しようとする。○数学的帰納

○ ○ ○ 15

1

数列、等差数列、等比数列、和の記号

Σ

【知識・技能】○数列に関する用語，記号を適切に用

いることができる。○数列の定義，表記について理解

している。○等差数列の公差，一般項などを理解して

いる。また，条件から等差数列の一般項を決定できる

。○等差数列の和の公式を適切に利用して，等差数列

の和が求められる。○等比数列の公比，一般項などを

理解している。また，条件から等比数列の一般項を決

定できる。○等比数列の和の公式を適切に利用して，

等比数列の和が求められる。

○等比数列の和に関する条件から，初項や公比が求め

られる。〇和の記号Σの意味を理解し，数列の和が求

められる。○数列の第k項をkの式で表すことで，初項

から第n項までの和が求められる。　

【思考・判断・表現】○数列の一般項を表す式を，定

義域が自然数であるnの関数と捉え，新しい概念であ

る数列を，既習の関数と関連付けて考察できる。○数

の並び方からその規則性を推測して，数列の一般項を

考察できる。○等差数列の項を書き並べて，隣接する

項の関係やその和について考察できる。○項の正負と

数列の和の増減の関係から，等差数列の和の最大，最

小について考察することができる。○等比数列の項を

書き並べて，隣接する項の関係やその和について考察

できる。○Σの性質を利用して，和の計算を簡単に行

うことができる。

【主体的に学習に取り組む態度】○数の並び方に興味

をもち，その規則性を発見しようとする意欲がある。

○等差中項の性質に興味をもち，問題解決に利用しよ

うとする。○等比中項の性質に興味をもち，問題解決

に利用しようとする。○複利計算に興味，関心をもち

，具体的な問題に取り組もうとする。○自然数の2乗

の和や3乗の和の公式を導こうとする意欲がある。

○ ○ ○

15

いろいろな数列 等差数列，等比数列などの簡単な数

列について，一般項や第n項までの

和を求めたり，記号Σの意味を理解

してそれを用いたりできるようにす

るとともに，事象から離散的な変化

を見いだし，それらの変化の規則性

を数学的に表現し考察する力を養う

。

【知識・技能】○階差数列について理解し，それを利

用して，もとの数列の一般項が求められる。○数列の

和と第n項の関係を理解し，数列の一般項が求められ

る。和の求め方の工夫をして，数列の和が求められる

。　

【思考・判断・表現】○数列の規則性の発見に，階差

数列が利用できる。○初項から第n項までの和に着目

して，一般項を考察できる。○f(k＋1)－f(k)を用いる和

の求め方を理解し，具体的な問題に活用することがで

きる。

【主体的に学習に取り組む態度】○数列の規則性を，

隣り合う2項の差を用いて発見しようとする。○群数

列に興味をもち，一般項や和について考察しようとす

る。

定期考査 ○ ○

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて
判断しようとする態度，問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとする態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

数学科 数学B
数学科 数学B 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数列，統計的な推測についての基本的な概念や
原理・法則を体系的に理解するとともに，数学
と社会生活との関わりについて認識を深め，事
象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学
的に表現・処理したりする技能を身に付けるよ
うにする。

数研出版　数学Ⅱ

数学科

数学B

【 知　識　及　び　技　能 】
数列，統計的な推測について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，数学と社会生活の関わり
について認識を深め，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識できるようにするとともに，
それらを活用する態度を育てる。

離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学的
に表現し考察する力，確率分布や標本分布の性
質に着目し，母集団の傾向を推測し判断したり
，標本調査の方法や結果を批判的に考察したり
する力，日常の事象や社会の事象を数学化し，
問題を解決したり，解決の過程や結果を振り返
って考察したりする力を養う。

定期考査
○ ○

単元の具体的な指導目標
配当
時数

１
学
期

1

等差数列，等比数列などの簡単な数

列について，一般項や第n項までの

和を求めたり，記号Σの意味を理解

してそれを用いたりできるようにす

るとともに，事象から離散的な変化

を見いだし，それらの変化の規則性

を数学的に表現し考察する力を養う

。

指導項目・内容 評価規準 知 思 態

〇 〇 〇



2
学
期

23

○ ○

統計的な推測 ○確率変数と確率分布について理解

し，期待値や分散，標準偏差などを

求めることを通じて，分布の特徴を

把握できるようにする。また，連続

型確率変数についても理解し，正規

分布を様々な日常の事象の考察に活

用できるようにする。

【知識・技能】

○確率変数の期待値，分散，標準偏差を求めることができる。

○確率変数の期待値E(X)や分散V(X)などの計算式を理解して活用できる。

○確率変数の和の期待値を，公式を利用して求めることができる。

○複雑な確率分布の期待値を，確率変数の和の期待値の公式などを利用して求める

ことができる。

○確率変数の独立について理解している。

○独立な確率変数の積の期待値を，公式を利用して求めることができる。

○独立な確率変数の和の分散を，公式を利用して求めることができる。

○反復試行の結果を，二項分布を用いて表すことができる。

○二項分布に従う確率変数の期待値や分散を求めることができる。

○確率密度関数や分布曲線の定義を理解し，連続型確率変数について，確率を求め

ることができる。

○正規分布に従う確率変数Xを標準正規分布に従う確率変数Zに変換できる。

○標準正規分布に従う確率変数Zについての確率を求めることができる。

○標準正規分布表を用いて，正規分布に関する確率の計算ができる。

○日常の身近な問題を統計的に処理するのに，正規分布を利用できる。

○二項分布に従う確率変数に関する確率の計算を，正規分布に従う確率変数で近似

して求めることができる。

○連続的な確率変数について理解し，その期待値と分散が求められる。

○復元抽出と非復元抽出について理解している。

【思考力・判断力・表現力】

○試行の結果を確率分布で表すことの意味がとらえられている。

○確率変数の期待値，分散，標準偏差などを用いて確率分布の特徴を考察すること

ができる。

○確率変数の積の期待値や和の分散と確率変数の性質との相互関係がとらえられて

いる。

○具体的な事象を二項分布として捉え，考察することができる。

○正規分布の特徴を理解し，様々な視点からとらえることができる。

○正規分布を活用して現実のデータについて考察することができる。

【主体的に取り組む態度】

確率的な試行の結果を表すのに確率分布を用いることのよさに気づき，確率分布に

ついて積極的に考察しようとする。

○確率変数の期待値，分散に関する種々の公式を，その定義や既知の公式を用いて

導こうとする。

○2つの確率変数の和や積の期待値，分散に関する種々の公式を，確率変数が独立

であるかどうかに注意しながら導こうとする。

○二項分布に興味・関心をもち，さいころを投げるなどの具体的事項について考察

しようとする。

○二項分布に従う確率変数の期待値，分散，標準偏差の公式について，確率分布の

定義から導こうとする。

○二項分布のグラフに関心をもち，調べてみようとする。

○連続型確率変数について，離散型確率変数との違いに注目して捉えようとする。

○現実のデータが正規分布に近い分布になることがあることに興味をもち，様々な

データについて考察しようとする。

○二項分布について，試行の回数nを大きくしたときの分布曲線の変化をコンピュ

ータで見るなどして，正規分布に近づいていく様子を自ら確かめようとする。

○現実に行われている様々な調査が全数調査か標本調査か，またその方法を採用し

ているのはなぜかに興味をもち，それぞれの調査の特徴を調べたり考えたりしよう

とする。

○ ○ ○ 18

定期考査 ○ ○ 1

＜理系クラス＞微分係数と導関数　

導関数の計算　いろいろな関数の導

関数　第n次導関数　関数のいろい

ろな表し方と導関数　接線と法線　

平均値の定理　関数の値の変化　関

数の最大と最小　関数のグラフ　方

程式，不等式への応用

微分の公式を発展させ，和，差，積

，商及び合成関数，逆関数の微分法

を理解できるようにする。多項式関

数だけでなく，分数関数，無理関数

，三角関数，指数関数及び対数関数

の導関数について理解できるように

する。さまざまな関数について，接

統計的な推測

定期考査

○母集団と標本，標本平均について

理解し，特に標本平均については，

それが確率変数であることを正しく

理解した上で考察できるようにする

。また，母平均や母比率の推定，正

規分布を用いた仮説検定ができるよ

うにし，それらを日常の事象の考察

や様々な判断に積極的に活用しよう

とする態度を育てる。

【知識・技能】

○確率変数や確率分布について，用語の意味を理解し

ている。

○確率変数の確率分布を求めることができる。

○母集団分布と大きさ1の無作為標本の確率分布が一

致することを理解し，母平均，母標準偏差を求めるこ

とができる。

○標本平均が確率変数であることを理解している。

○母平均と母標準偏差から標本平均の期待値と標準偏

差を求めることができる。

○標本平均の分布を正規分布で近似して確率を求める

ことができる。

○推定に関わる用語・記号を適切に活用することがで

きる。

○信頼区間の考え方を用いて，母平均や母比率の推定

ができる。

○仮説検定に関わる用語を適切に活用することができ

る。

○仮説検定の考え方を用いて，日常の身近な事象に対

する主張を検定することができる。

【思考・判断・表現】

○母集団分布と大きさ1の無作為標本の確率分布が一

致することについて考察できる。

○母平均と母標準偏差の考え方や標本平均の期待値と

標準偏差の考え方がわかる。

○標本の大きさnを大きくしたとき，標本平均がどの

ような分布になるか直感的に理解した上で，標本平均

の値がどの範囲にどれくらいの確率で現れるか推測で

きることを理解している。

○大数の法則について理解し，標本の大きさnが大き

くなるときの標本平均の分布の変化の様子について考

察できる。

○推定や信頼区間の考え方がわかる。

○仮説検定の考え方がわかる。

○片側検定と両側検定の違いを理解し，どちらの検定

をするか正しく判断できる。

【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○ ○

【知識・技能】○微分係数の定義と，その図形

的意味を理解している。○微分可能性と連続性

の関係を理解し，連続ではあるが微分可能でな

いことを示せる。○導関数の定義を理解し，定

義に基づいて微分できる。○導関数の性質，積

の導関数，商の導関数，合成関数の微分法，逆

関数の微分法を利用して，種々の導関数を求め

1



3
学
期

定期考査 ○ ○ 1

程式，不等式への応用 する。さまざまな関数について，接

線の方程式を求めたり，関数の値の

増減，極大・極小，グラフの凹凸な

どを調べグラフの概形をかいたりで

きるようにするとともに，関数の局

所的な変化や大域的な変化に着目し

，事象を数学的に捉え，問題を解決

する力を養う。

＜文系クラス＞総合問題演習 既習事項の基礎・応用の問題に取り

組む

【知識・技能】既習事項を確認し、問題の解法

へつなげることができる。

【思考・判断・表現】問題の解法を、解法の記

述の手法に則り記述することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】問題の解法を

、より洗練された記述にしようとする。

○ ○ ○ 24

計 100

関数の微分法を利用して，種々の導関数を求め

ることができる。○三角関数，対数関数，指数

関数の導関数を理解し，三角関数，対数関数，

指数関数を含む種々の関数の導関数を求めるこ

とができる。○αが実数のとき，(xα)´＝αxα

－1が成立することを理解している。○対数微

分法を利用して，複雑な関数を微分できる。○

第n次導関数の定義とその表現方法を理解し，

種々の関数の第n次関数が求められる。○方程

式F(x，y)＝0を関数とみて，合成関数の導関数

を利用して微分できる。○曲線の媒介変数表示

を理解し，媒介変数で表された関数の導関数が

求められる。○微分係数の意味を理解しており

，接線の方程式が求められる。○公式を利用し

て，法線の方程式が求められる。○F(x，y)＝0

で表された曲線の接線の方程式を，陰関数の微

分法を利用して求められる。○平均値の定理と

，その図形的意味を理解し，具体的にcの値を

求めることができる。○導関数の符号と関数の

増減の関係を理解し，導関数を利用して関数の

増減や極値が調べられる。○f(x)がx＝aで微分

不可能な場合にも，増減表からf(a)が極値にな

るかどうかを判定できる。○関数の極値に関す

る条件から，関数を決定することができる。○

導関数を利用して増減表をかくことができ，関

数の最大値・最小値が求められる。○曲線の凹

凸の定義を理解し，第2次導関数の符号で曲線

の凹凸が判定できる。また変曲点が求められる

○ ○ ○ 24



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 Ａ 組～ Ｄ 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

定期考査 ○ ○ 1

定期考査 ○ ○ 1

26

○ ○ 1

定期考査 ○ ○ 1

○ ○ ○ 20

23○

自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するするために必要な観察、実験などに関する技能を身に付けるようにする。

物体の運動と様々なエネルギーに主体的に関わり、科学的
に探求しようとする態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 物理
理科 物理 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
日常生活や社会との関連を図りながら、物体の運動と様々なエネルギーについて理
解するとともに、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する基本的な
技能を身に付ける。

見通しをもって観察、実験などを行い、科学
的に探究する力を養う。

第一学習社　物理

理科

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

物理

【 知　識　及　び　技　能 】

物体の運動と様々なエネルギーに関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通じて、物体の運動と様々なエネルギーを科学的に探究す
るために必要な資質・能力を育成する。

23

合計

117

配当
時数

１
学
期

1編　力と運動

【知識及び技能】

　運動の表し方についての観察、実験などを通して、物理量の測定と扱い方

、運動の表し方、直線運動の加速度について理解するとともに、それらの観

察、実験などに関する技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】　

運動の表し方について、問題を見出し見通しをもって観察、実験などを行い

、科学的に考察し表現する。

【学びに向かう力、人間性等】

運動の表し方に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

・剛体のつりあい

・さまざまな運動

・慣性力

・円運動と万有引力

【知識及び技能】

観察、実験などを通して、剛体のつりあい、慣性力、円運動

と万有引力について理解している。また、観察、実験などに

関する技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】　

問題意識を持ち、見通しをもって観察、実験などを行い、科

学的に考察し表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】

主体的に関わり、科学的に探究しようとしている。

○ ○ ○ 20

1編　力と運動

【知識及び技能】・単振動、運動量、力積についての観察，実験などを通し

て，さまざまな力，力のつり合い，運動の法則，物体の落下運動について理

解するとともに，それらの観察，実験などに関する技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】　

・単振動、運動量、力積とそのはたらきについて，問題を見いだし見通しを

もって観察，実験などを行い，科学的に考察し表現する。

【学びに向かう力、人間性等】

・単振動、運動量、力積とそのはたらきに関する事物・現象に主体的に関わ

り，科学的に探究しようとする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1○定期考査

３
学
期

2編　電気と磁気

【知識及び技能】

・電磁誘導の法則、自己誘導についての観察，実験などを通して，電磁誘導

の法則、自己誘導について理解するとともに，それらの観察，実験などに関

する技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】　

・電磁誘導の法則、自己誘導について，問題を見いだし見通しをもって観察

，実験などを行い，科学的に考察し表現する。

【学びに向かう力、人間性等】

・電磁誘導の法則、自己誘導に関する事物・現象に主体的に関わり，科学的

に探究しようとする態度を養う。

・電流

・電流と磁場

【知識及び技能】

・観察，実験などを通して，電磁誘導の法則、自己誘導につ

いて理解するとともに，それらの観察，実験などに関する技

能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】　

・問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，科

学的に考察し表現しようとしている。

【学びに向かう力、人間性等】

・主体的に関わり，科学的に探究しようとしている。

２
学
期

1編　力と運動　　2編　波動

【知識及び技能】

　・熱現象、波動についての観察，実験などを通して，気体の圧力や温度変

化、波の性質について理解するとともに，それらの観察，実験などに関する

技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】　

・熱現象、波の性質について，問題を見いだし見通しをもって観察，実験な

どを行い，科学的に考察し表現する。

【学びに向かう力、人間性等】

・熱現象や波動に関する事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しよう

とする態度を養う。

・気体の性質と分子の運動

・波の性質

【知識及び技能】

　観察，実験などを通して，熱現象や波動について理解する

とともに，それらの観察，実験などに関する技能を身に付け

ている。

【思考力、判断力、表現力等】

　問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，科

学的に考察し表現しようとしている。

【学びに向かう力、人間性等】

・熱現象や波動に関する事物・現象に主体的に関わり，科学

的に探究しようとしている。

○ ○

・単振動

・運動量と力積

・運動量保存の法則

・反発係数

2編　波動　　3編　電気と磁気

【知識及び技能】

・音波や光波についての観察，実験などを通して，波動の利用について理解

するとともに，それらの観察，実験などに関する技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】　

・音波や光波について問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い

，科学的に考察し表現する。

【学びに向かう力、人間性等】

・音波や光波に関する事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようと

する態度を養う。

・音波

・光波

・電場と電位

【知識及び技能】

・観察，実験などを通して，音波や光波について理解すると

ともに，それらの観察，実験などに関する技能を身に付けて

いる。

【思考力、判断力、表現力等】　

・問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，科

学的に考察し表現しようとしている。

【学びに向かう力、人間性等】

・主体的に関わり，科学的に探究しようとしている。

○

【知識・技能】

観察，実験などを通して，単振動、運動量、力積について理

解しているとともに，科学的に探究するために必要な観察，

実験などに関する基本操作や記録などの基本的な技能を身に

付けている。

【思考・判断・表現】　

問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，科学

的に考察し表現しようとしている。

【主体的に学習に取り組む態度】

主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，

科学的に探究しようとしている。

定期考査



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 B 組～ D 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３．植物の環境応答　　　　　　　

【知識及び技能】　　　　　　　　

　　　

植物の環境応答について，植物の成

長や反応に植物ホルモンが関わるこ

とを見いだして理解するとともに，

それらの観察，実験などに関する技

能を身に付ける。　

【思考力、判断力、表現力等】　　

　

植物の環境応答について，観察，実

験などを通して探究し，環境変化に

対する生物の応答の特徴を見いだし

て表現する。　　　

【学びに向かう力、人間性等】　　

植物の環境応答に関する事物・現象

・指導事項

植物の環境応答

・主な実験、観察、ワーク

植物の発生、種子の発芽、植物の成

長に関する観察と実験、

・教材

数研出版　生物、第一学習社　スク

エア最新図説生物

【知識・技能】

植物の環境応答について，植物の成長や反応

に植物ホルモンが関わることを見いだして理

解しているとともに，それらの観察，実験な

どに関する技能を身に付けている。　

【思考・判断・表現】　

植物の環境応答について，観察，実験などを

通して探究し，環境変化に対する生物の応答

の特徴を見いだして表現している。　

【主体的に学習に取り組む態度】

植物の環境応答に関する事物・現象に主体的

に関わり，見通しをもったり振り返ったりす

るなど科学的に探究しようとしている。

○ ○

・指導事項

遺伝情報の発現とヒトの生物学

・主な実験、観察、ワーク

遺伝子診断に関するワーク

・教材

数研出版　生物、第一学習社　スク

エア最新図説生物 ○ ○

○ ○

１
学
期

１．生物の進化

【知識及び技能】　　　　　　　　

生物の進化について，観察，実験な

どを行い、基本的な概念や原理・法

則の理解を深め、科学的に探究する

ために必要な観察、実験などに関す

る基本的な技能を身に付ける。　　

　　　　　　　　

【思考力、判断力、表現力等】

生物の進化について、観察、実験な

どを通して探究し、生物の進化につ

いての特徴を見出して表現する。　

【学びに向かう力、人間性等】　　

進化に関する事物・現象に主体的に

関わり，科学的に探究しようとする

態度と自然環境の保全に寄与する態

度を養う。

・指導事項

生物の進化

・主な実験、観察、ワーク

進化のモデル実験、配偶子の分配に

関するモデル実験

・教材

数研出版　生物、第一学習社　スク

エア最新図説生物

【知識・技能】

生物の進化について，基本的な概念や原理・

法則を理解しているとともに、科学的に探究

するために必要な観察、実験などに関する基

本的な技能を身に付けている。　　　　　　

　　　　

【思考力、判断力、表現力等】

生物の進化について、観察、実験などを通し

て探究し、生物の進化についての特徴を見出

して表現している。　

【学びに向かう力、人間性等】　　

進化に関する事物・現象に主体的に関わり，

見通しをもったり振り返ったりするなど科学

的に探究しようとしている。

指導項目・内容 評価規準 知 思 態

○ 20

1

配当
時数

２．遺伝情報の発現とヒトの生物学

【知識及び技能】

遺伝情報の発現と、遺伝子を扱う技

術について、基本的な概念や原理を

理解する。

【思考力、判断力、表現力等】　

遺伝子を扱う技術などについて、日

常生活や社会と関連付けて探究し、

他者との議論を通して自分の考えを

表現する。

【学びに向かう力、人間性等】

遺伝情報に関連する事象・事例に主

体的に関わり、科学的に探究しよう

とする態度と、生命を尊重する態度

○ 19

【知識及び技能】

遺伝情報の発現と、遺伝子を扱う技術につい

て、基本的な概念や原理を理解している。

【思考力、判断力、表現力等】　

遺伝子を扱う技術などについて、日常生活や

社会と関連付けて探究し、他者との議論を通

して自分の考えを表現している。

【学びに向かう力、人間性等】

遺伝情報に関連する事象・事例に主体的に関

わり、科学的に探究しようとしている。

○ ○ ○ 22

単元の具体的な指導目標

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付けるようにする。

生物や生物現象に主体的に関わり，科学的に探
究しようとする態度と，生命を尊重し，自然環
境の保全に寄与する態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深
め，科学的に探究するために必要な観察，実験
などに関する基本的な技能を身に付けるように
する。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を
養う。

生物　数研出版

理科

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

生物

【 知　識　及　び　技　能 】

理科 生物

（B組：中澤　　　）（CD組：中澤)　　　）

理科 生物 3

1

４．生態と環境

【知識及び技能】　　　　　　　　

生態と環境について，基本的な概念

や原理・法則などを理解し，科学的

・指導事項

生態と環境

・主な実験、観察、ワーク

個体群密度の実験、地球環境と生態

○ ○

【知識・技能】

生態と環境について，基本的な概念や原理・

法則などを理解している。科学的に探究する

ために必要な観察，実験などに関する基本操

定期考査

２
学
期



1○ ○

や原理・法則などを理解し，科学的

に探究するために必要な観察，実験

などに関する基本操作や記録などの

基本的な技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】　　

生態と環境について，観察，実験な

どを通して探究し，生態系における

生物間の関係性および生物と環境と

の関係性を見い出して表現する。　

【学びに向かう力、人間性等】　　

生態と環境に関する事物・現象に主

体的に関わり，科学的に探究しよう

とする態度と，生命を尊重し自然環

境の保全に寄与する態度を養う。　

　

個体群密度の実験、地球環境と生態

学に関するワーク

・教材

数研出版　生物、第一学習社　スク

エア最新図説生物

26

ために必要な観察，実験などに関する基本操

作や記録などの基本的な技能を身に付けてい

る。

【思考・判断・表現】　

生態と環境について，観察，実験などを通し

て探

究し，生態系における生物間の関係性および

生物と環境との関係性を見い出して表現して

いる。

【主体的に学習に取り組む態度】

生態と環境に関する事物・現象に主体的に関

わり，見通しをもったり振り返ったりするな

ど，科学的に探究しようとしている。

○ ○ ○

３
学
期

５．動物の刺激の受容と反応，動物

の行動

【知識及び技能】

・刺激の受容と反応に関する実験や

資料に基づいて、外界の刺激を需要

し神経系を介して反応する仕組みを

，関与する細胞の特性と関連づけて

理解する。

・動物の行動に関する資料に基づい

て，行動を神経系の働きと関連づけ

て理解する。

・動物の刺激の受容と反応について

の観察，実験などの技能を身に付け

る。　

【思考力、判断力、表現力等】　

動物の環境応答について，観察，実

験などを通して探究し，環境変化に

対する生物の応答の特徴を見いだし

て表現する。

【学びに向かう力、人間性等】

動物の環境応答に関する事物・現象

に主体的に関わり，科学的に探究し

・指導事項

動物の刺激の受容と反応，動物の行

動

・主な実験、観察、ワーク

眼の構造と機能に関する実験、味覚

に関する実験、脳の観察、動物の行

動観察

・教材

数研出版　生物、第一学習社　スク

エア最新図説生物

【知識及び技能】

・刺激の受容と反応に関する実験や資料に基

づいて、外界の刺激を需要し神経系を介して

反応する仕組みを，関与する細胞の特性と関

連づけて理解している。

・動物の行動に関する資料に基づいて，行動

を神経系の働きと関連づけて理解している。

・動物の刺激の受容と反応についての観察，

実験などの技能を身に付けている。　

【思考力、判断力、表現力等】　

動物の環境応答について，観察，実験などを

通して探究し，環境変化に対する生物の応答

の特徴を見いだして表現している。

【学びに向かう力、人間性等】

動物の環境応答に関する事物・現象に主体的

に関わり，見通しをもったり振り返ったりす

るなど，科学的に探究しようとしている。

○

定期考査

合計

117

○ ○ 26

学年末考査 ○ ○ 1



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ D 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

単元の具体的な指導目標

・パス､ドリブル､シュート等の個人

技能を向上させ、それらの技能や仲

間と連携した動きを用いて、ゲーム

における攻防を行う。

【知識及び技能】

　パス、ドリブルなどのボール操作と空間を作りだすなどの

動きによってゴール前への侵入し、シュートにつなげること

ができる。システムを理解し、集団的技能としてチームで連

携した防御ができた。

【思考力、判断力、表現力等】　

　攻防などにおいて自己やチームの課題を発見し、合理的な

解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や

仲間の考えたことを他者に伝えることができた。

【主体的に学習に取り組む態度】

バスケットボールに主体的に取り組むとともに、フェアなプ

レイを大切にしようとする。また互いに助け合い教え合おう

とすることなどや健康・安全を確保することができた。

陸上競技（やり投げ、ハードル）

【知識及び技能】

やり投げ、ハードル走の種目について、記録の

向上や競争の楽しさ・喜びを味わい、技術の名

称や行い方、体力の高め方、運藤観察の方法を

理解するとともに、それぞれの種目特有の技能

を身に付けることができる。

【思考力、判断力、表現力等】

動きなどの自己や仲間の課題を発見し、合理的

な解決に向けて運動の取り組み方を工夫し、自

己の考えたことを他者に伝えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

陸上競技に自主的に取り組むとともに、勝敗な

どを冷静に受け止め、ルールやマナーを大切に

し、自己の責任を果たすことができる。また、

一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にし

、健康・安全を確保できるようにする。

指導項目・内容

・クロール、平泳ぎ、バタフライ、

背泳の4種類の泳法をつなげた個人

メドレーを学習する。

・スタート、ターン、フィニッシュ

の技能を習得し、１００ｍ個人メド

レーの完泳を目指し、記録向上に挑

戦する。

【知識・技能】

　記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい、技術の名称や

行い方、体力の高め方、運動観察の方法などを理解するとと

もに、効率的に泳ぐことができきた。

【思考・判断・表現】　

　泳法などの自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向

けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己の考えたこ

とを他者に伝えることができた。

【主体的に学習に取り組む態度】

　水泳に自主的に取り組むとともに、勝敗などを冷静に受け

止め、ルールやマナーを大切にしようとすること、自己の責

任を果たそうとすること、一人一人の違いに応じた課題や挑

戦を大切にしようとすることなどや、水泳の事故防止に関す

る心得を遵守するなど自ら健康・安全を確保しようとしてい

た。

○ ○ ○

○

〇 〇

○

思 態

保健体育 体育
保健体育 体育 2

体つくり運動

【知識及び運動】

　体を動かす楽しさや心地よさを味わい、運動

を継続する意義、体の構造、運動の原則などを

理解する。

【思考力、判断力、表現力等】　

　自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に

向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、

自己や仲間の考えたことを他者に伝えることが

できる。

【主体的に学習に取り組む態度】

　体つくり運動に自主的に取り組むとともに、

互いに助け合い教え合おうとするこ

と、一人一人の違いに応じた動きなどを大切に

しようとすること、話合いに貢献し

ようとすることなどや、健康・安全を確保する

・体ほぐし運動

・実生活に生かす運動の計画

【知識及び運動】

　体を動かす楽しさや心地よさを味わい、運動を継続する意

義、体の構造、運動の原則などを理解している。

【思考力、判断力、表現力等】　

　自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の

取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の考えたことを

他者に伝えることができた。

【主体的に学習に取り組む態度】

　体つくり運動に自主的に取り組むとともに、互いに助け合

い教え合おうとすること、一人一人の違いに応じた動きなど

を大切にしようとすること、話合いに貢献し

ようとすることなどや、健康・安全を確保することができた

。

〇

体育理論

【知識】

　スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発

展について理解する。　

【思考力、判断力、表現力等】　

　スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発

展について、課題を発見し、よりよい解決に向

けて思考し判断するとともに、他者に伝えるこ

とができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

　スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発

展についての学習に自主的に取り組む。

・スポーツの始まりと変遷

・文化としてのスポーツ

【知識】

　スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展について理

解している。

【思考・判断・表現】　

　スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展について、

課題を発見し、よりよい解決に向けて思考し判断するととも

に、他者に伝えることができた。

【主体的に学習に取り組む態度】

　スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展についての

学習に自主的に取り組んだ。

○ ○

評価規準 知

○

水泳

【知識及び技能】

　記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい、

技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察

の方法などを理解するとともに、効率的に泳ぐ

ことができる。

【思考力、判断力、表現力等】　

　泳法などの自己や仲間の課題を発見し、合理

的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫する

とともに、自己の考えたことを他者に伝えるこ

とができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

　水泳に自主的に取り組むとともに、勝敗など

を冷静に受け止め、ルールやマナーを大切にし

ようとすること、自己の責任を果たそうとする

こと、一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大

切にしようとすることなどや、水泳の事故防止

に関する心得を遵守するなど自ら健康・安全を

確保しようとする。

１
学
期

・やり投げは、やりの握り方、やり

の保持、やりの引き戻しなどの基本

動作を身につけ、やりの突き刺しか

ら試合用の投げまで発展させる。

・ハードル走は、振り上げ脚・抜き

脚の基礎技能を習得し、正しくハー

ドルを走り越すことができるように

なる。

陸上競技（やり投げ、ハードル）

【知識及び技能】

やり投げ、ハードル走の種目について、記録の向上や競争の

楽しさ・喜びを味わい、技術の名称や行い方、体力の高め方

、運藤観察の方法を理解するとともに、それぞれの種目特有

の技能を身に付けることができた。

【思考力、判断力、表現力等】

動きなどの自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向け

て運動の取り組み方を工夫し、自己の考えたことを他者に伝

えることができた。

【主体的に学習に取り組む態度】

陸上競技に自主的に取り組むとともに、勝敗などを冷静に受

け止め、ルールやマナーを大切にし、自己の責任を果たすこ

とができた。また、一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大

切にし、健康・安全を確保できるようにできた。

○

2

 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。

　運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組
む、互いに協力する、自己の責任を果たす、参画する、一
人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てると
ともに、健康・安全を確保して、生涯にわたって継続して
運動に親しむ態度を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
　運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさや
喜びを深く味わい、生涯にわたって運動を豊かに継続する
ことができるようにするため、運動の多様性や体力の必要
性について理解するとともに、それらの技能を身に付ける
ようにする。

　生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見
し、合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に、自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。
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保健体育

 運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

 生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

体育

【 知　識　及　び　技　能 】

10

配当
時数

2

球技・ゴール型（バスケットボール）

【知識及び技能】

　パス、ドリブルなどのボール操作と空間を作

りだすなどの動きによってゴール前への侵入し

、シュートにつなげることができる。システム

を理解し、集団的技能としてチームで連携した

防御ができる。

【思考力、判断力、表現力等】　

　攻防などにおいて自己やチームの課題を発見

し、合理的な解決に向けて運動の取り組み

方を工夫するとともに、自己や仲間の考えたこ

とを他者に伝えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

バスケットボールに主体的に取り組むとともに

、フェアなプレイを大切にしようとする。また

、互いに助け合い教え合おうとすることなどや

14

○ ○○



球技・ゴール型（サッカー）

【知識及び技能】

 

安定したボール操作と空間を作りだすなどの動

きによってゴール前への侵入などから攻防をす

る　

【思考力、判断力、表現力等】　

　攻防などの自己やチームの課題を発見し、合

理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫す

るとともに、自己や仲間の考えたことを他者に

伝えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

　ラグビーに主体的に取り組むとともに、フェ

アなプレーを大切にしようとする。作戦などに

ついての話合いに貢献しようとすること、一人

一人の違いに応じたプレーなどを大切にしよう

とすること、互いに助け合い教え合おうとする

・ランニング､ハンドリングを中心

としたラグビーの中で、抜く､パス

をするといった基本技能を身に付け

､チーム戦術の工夫をしながらゲー

ムを行う。

【知識及び技能】

 

安定したボール操作と空間を作りだすなどの動きによってゴ

ール前への侵入などから攻防をすることができた。

【思考力、判断力、表現力等】　

　攻防などの自己やチームの課題を発見し、合理的な解決に

向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の

考えたことを他者に伝えることができた。

【主体的に学習に取り組む態度】

　ラグビーに自主的に取り組むとともに、フェアなプレーを

大切にしようとした。作戦などについての話合いに貢献しよ

うとすること、一人一人の違いに応じたプレーなどを大切に

しようとすること、互いに助け合い教え合おうとすることな

どや、健康・安全を確保することができた。

〇

体育理論 ・スポーツの高潔さとドーピング

・スポーツと環境
〇 〇

陸上競技（やり投げ、ハードル、走幅跳）

【知識及び技能】

やり投げ、ハードル走、走幅跳の種目について

、記録の向上や競争の楽しさ・喜びを味わい、

技術の名称や行い方、体力の高め方、運藤観察

の方法を理解するとともに、それぞれの種目特

有の技能を身に付けることができる。

【思考力、判断力、表現力等】

動きなどの自己や仲間の課題を発見し、合理的

な解決に向けて運動の取り組み方を工夫し、自

己の考えたことを他者に伝えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

陸上競技に自主的に取り組むとともに、勝敗な

どを冷静に受け止め、ルールやマナーを大切に

し、自己の責任を果たすことができる。また、

一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にし

、健康・安全を確保できるようにする。

28

2

体つくり運動 ・体ほぐし運動

・実生活に生かす運動の計画
〇 〇 〇

・やり投げは、やりの握り方、やり

の保持、やりの引き戻しなどの基本

動作を身につけ、やりの突き刺しか

ら試合用の投げまで発展させる。

・ハードル走は、振り上げ脚・抜き

脚の基礎技能を習得し、正しくハー

ドルを走り越すことができるように

なる。

・走幅跳は、助走・踏切・空間動作

・着地の基礎技能を習得し、スピー

ドに乗った助走から素早く踏み切っ

て跳躍する。

〇

2

２
学
期

〇 2

体つくり運動 ・体ほぐし運動

・実生活に生かす運動の計画
〇 〇 〇 2

陸上競技（やり投げ、ハードル、走幅跳）

【知識及び技能】

やり投げ、ハードル走の種目について、記録の向上や競争の

楽しさ・喜びを味わい、技術の名称や行い方、体力の高め方

、運藤観察の方法を理解するとともに、それぞれの種目特有

の技能を身に付けることができた。

【思考力、判断力、表現力等】

動きなどの自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向け

て運動の取り組み方を工夫し、自己の考えたことを他者に伝

えることができた。

【主体的に学習に取り組む態度】

陸上競技に自主的に取り組むとともに、勝敗などを冷静に受

け止め、ルールやマナーを大切にし、自己の責任を果たすこ

とができた。また、一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大

切にし、健康・安全を確保できるようにできた。

〇 〇

球技・ネット型（バレーボール）

【知識及び技能】

　ポジションの役割に応じたパス等のボール操

作によって、仲間と連携した「拾う、つなぐ、

打つ」などの一連の流れで攻撃を組み立て、相

手側のコートの空いた場所をめぐる攻防を展開

できるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】　

自己やグループメンバーの課題を発見し、合理

的な解決に向けて、運動の取り組み方を工夫す

るとともに、自己や仲間の考えたことを他者に

伝えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度等】

　バレーボールの学習に主体的に取り組もうと

し、作戦などについての話合いに貢献しようと

することや互いに練習相手になったり仲間に助

言したりして、互いに助け合い教え合おうとす

ることができる。

〇 〇

・オーバーハンドパス､アンダーハ

ンドパス、スパイク、サーブ等の個

人技能を向上させ、連携プレイのた

めのフォーメーションなどの動きが

できるなどの集団的技能へと発展さ

せることができる。

【知識及び技能】

　ポジションの役割に応じたパス等のボール操作によって、

仲間と連携した「拾う、つなぐ、打つ」などの一連の流れで

攻撃を組み立て、相手側のコートの空いた場所をめぐる攻防

を展開できた。

【思考力、判断力、表現力等】　

自己やグループメンバーの課題を発見し、合理的な解決に向

けて、運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の

考えたことを他者に伝えることができた。

【主体的に学習に取り組む態度等】

　バレーボールの学習に自主的に取り組もうとし、作戦など

についての話合いに貢献しようとすることや互いに練習相手

になったり仲間に助言したりして、互いに助け合い教え合お

うとすることができた。

〇

78

14

〇 〇

３
学
期

〇〇
・オリンピックとパラリンピックの意

義

・スポーツが経済に及ぼす効果

体育理論

球技・ネット型（バドミントン）

【知識及び技能】

　適切なラケット操作と左右・高低に応じて使

い分けたストロークによって、ラリーを行うこ

とができる。またゲームの進め方と基本のルー

ルを理解することができる。

【思考力、判断力、表現力等】　

　同じグループの仲間や自己の動きを分析して

、良い点や修正点を指摘することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

　バドミントンに主体的に取り組むとともに、

フェアなプレーを大切にしようとすること、合

意形成に貢献しようとすること、一人一人の違

いに応じたプレーなどを大切にしようとするこ

と、互いに助け合い高め合おうとすることなど

や健康・安全を確保することができる。

・クリア、ロブ、ドロップ、スマッ

シュ、ドライブ、ヘアピンなどの各

種フライトを打つ技能を身に着ける

。サービスを習得し、シングルス・

ダブルスのルールやゲームの進め方

を習得してゲームを行う。

球技・ネット型（バドミントン）

【知識及び技能】

　適切なラケット操作と左右・高低に応じて使い分けたスト

ロークによって、ラリーを行うことができる。またゲームの

進め方と基本のルールを理解することができた。

【思考力、判断力、表現力等】　

　同じグループの仲間や自己の動きを分析して、良い点や修

正点を指摘することができた。

【主体的に学習に取り組む態度】

　バドミントンに主体的に取り組むとともに、フェアなプレ

ーを大切にしようとすること、合意形成に貢献しようとする

こと、一人一人の違いに応じたプレーなどを大切にしようと

すること、互いに助け合い高め合おうとすることなどや健康

・安全を確保することができた。

〇 〇 〇

〇

合計



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ D 組

使用教科書：（　 ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に
付けるようにする。

　生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを
支える環境づくりを目指し、明るく豊かで活力
ある生活を営む態度を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】

生涯を通じる健康

【知識】

　生涯を通じる健康の保持増進や回復

には、生涯の各段階の健康課題に応じ

た自己の健康管理及び環境づくりが関

わっていることを理解する。

　労働災害の防止には，労働環境の変

化に起因する傷害や職業病などを踏ま

えた適切な健康管理及び安全管理をす

る必要があることを理解する。

 

【思考力、判断力、表現力等】　

　生涯を通じる健康に関する情報から

課題を発見し、健康に関する原則や概

念に着目して解決の方法を思考し判断

するとともに，それらを表現できる。

 

【主体的に学習に取り組む態度】

　生涯を通じる健康についての学習に

主体的に取り組もうとする。 

・ライフステージと健康

・思春期と健康

・性意識と性行動の選択

・妊娠・出産と健康

・避妊法と人工妊娠中絶

・結婚生活と健康

・中高年期と健康

【知識】

・生涯を通じる健康の保持増進や回復には、生

涯の各段階の健康課題に応じた自己の健康管理

及び環境づくりが関わっていることを理解でき

た。

・労働災害の防止には，労働環境の変化に起因

する傷害や職業病などを踏まえた適切な健康管

理及び安全管理をする必要があることを理解し

た。

 

【思考力、判断力、表現力等】　

・生涯を通じる健康に関する情報から課題を発

見し、健康に関する原則や概念に着目して解決

の方法を思考し判断するとともに，それらを表

現することができた。

 

【主体的に学習に取り組む態度】

・生涯を通じる健康についての学習に主体的に

取り組んだ。 

○ ○

保健体育 保健

　個人及び社会生活における健康・安全につい
て理解を深めるとともに、技能を身に付けるよ
うにする。

　健康についての自他や社会の課題を発見し、
合理的、計画的な解決に向けて思考し判断する
とともに、目的や状況に応じて他者に伝える力
を養う。

保健体育 保健 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
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保健体育

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに
、他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力あ
る生活を営む態度を養う。

保健

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1○

○ 13

定期考査

１
学
期

○



〇 16〇

〇

39

〇 9

合計

〇
３
学
期

【知識】

　他のグループのディベートを聴講し

、テーマにおける課題と肯定側および

否定側の主張を理解することができる

。

【思考力、判断力、表現力等】　

（ディベート班）

　班で用意したことをそれぞれの発表

分担と自由討論で積極的に発言できる

。

（聴衆者）

　ディベートを聞きながら、その合理

性を判断し、自らの見解を構築するこ

とができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

　班の仲間と協力して、ディベート発

表に積極的に取り組むことができる。

　ディベートの司会、記録、判定の集

計を協力して行うことができる。

・ディベート発表及び考察

　各グループは40分程度でディベ

ートを行う。

　発表グループはレジメを事前に

提出する。

　聴衆者は毎回のディベートを聞

き、自分の考えをまとめるととも

に相互評価を行う。

【知識】

・他のグループのディベートを聴講し、テーマ

における課題と肯定側および否定側の主張を理

解することができた。

【思考力、判断力、表現力等】　

・（ディベート班）

　班で用意したことをそれぞれの発表分担と自

由討論で積極的に発言できた。

・（聴衆者）

　ディベートを聞きながら、その合理性を判断

し、自らの見解を構築することができた。

【主体的に学習に取り組む態度】

・班の仲間と協力して、ディベート発表に積極

的に取り組むことができた。

・ディベートの司会、記録、判定の集計を協力

して行うことができた。

２
学
期

【知識】

・適切なテーマ設定ができる。

・テーマについて、資料等から正しい

知識を収集することができる。

【思考力、判断力、表現力等】　

　それぞれのテーマについて課題を見

つけ出し、現状と問題点をグループで

分担しながら調べを進めることができ

る。

・各自が調べたものをグループとして

レポートにまとめることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

・テーマについて関心をもって、グル

ープで協力しながら、積極的に課題に

取り組もうとする。

　現代社会と健康、安全な社会生

活、生涯を通じる健康と、以下の

健康を支える環境づくりから学習

テーマを設定し、テーマについて

のレポート作成及び、そのテーマ

についてディベートを行う準備を

する。

・大気汚染と健康

・水質汚濁と土壌汚染と健康

・健康と健康に関わる対策

・ごみの処理と上下水道の整備

・食品の安全性

・食品衛生に関わる活動

・保健サービスとその活用

・医療サービスとその活用

・医薬品の制度とその活用

・さまざまな保健活動や社会的対

策

・健康に関する環境づくりと社会

参加

【知識】

・適切なテーマ設定ができた。

・テーマについて、資料等から正しい知識を収

集することができた。

【思考力、判断力、表現力等】　

・それぞれのテーマについて課題を見つけ出し

、現状と問題点をグループで分担しながら調べ

を進めることができた。

・各自が調べたものをグループとしてレポート

にまとめることができた。

【主体的に学習に取り組む態度】

・テーマについて関心をもって、グループで協

力しながら、積極的に課題に取り組もうとした

。

〇



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ D 組

使用教科書：（　 ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に
付けるようにする。

　生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを
支える環境づくりを目指し、明るく豊かで活力
ある生活を営む態度を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】

生涯を通じる健康

【知識】

　生涯を通じる健康の保持増進や回復

には、生涯の各段階の健康課題に応じ

た自己の健康管理及び環境づくりが関

わっていることを理解する。

　労働災害の防止には，労働環境の変

化に起因する傷害や職業病などを踏ま

えた適切な健康管理及び安全管理をす

る必要があることを理解する。

 

【思考力、判断力、表現力等】　

　生涯を通じる健康に関する情報から

課題を発見し、健康に関する原則や概

念に着目して解決の方法を思考し判断

するとともに，それらを表現できる。

 

【主体的に学習に取り組む態度】

　生涯を通じる健康についての学習に

主体的に取り組もうとする。 

・ライフステージと健康

・思春期と健康

・性意識と性行動の選択

・妊娠・出産と健康

・避妊法と人工妊娠中絶

・結婚生活と健康

・中高年期と健康

【知識】

・生涯を通じる健康の保持増進や回復には、生

涯の各段階の健康課題に応じた自己の健康管理

及び環境づくりが関わっていることを理解でき

た。

・労働災害の防止には，労働環境の変化に起因

する傷害や職業病などを踏まえた適切な健康管

理及び安全管理をする必要があることを理解し

た。

 

【思考力、判断力、表現力等】　

・生涯を通じる健康に関する情報から課題を発

見し、健康に関する原則や概念に着目して解決

の方法を思考し判断するとともに，それらを表

現することができた。

 

【主体的に学習に取り組む態度】

・生涯を通じる健康についての学習に主体的に

取り組んだ。 

○ ○

保健体育 保健

　個人及び社会生活における健康・安全につい
て理解を深めるとともに、技能を身に付けるよ
うにする。

　健康についての自他や社会の課題を発見し、
合理的、計画的な解決に向けて思考し判断する
とともに、目的や状況に応じて他者に伝える力
を養う。

保健体育 保健 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

701現代高等保健体育（大修館書店）

保健体育

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに
、他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力あ
る生活を営む態度を養う。

保健

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1○

○ 13

定期考査

１
学
期

○



〇 16〇

〇

39

〇 9

合計

〇
３
学
期

【知識】

　他のグループのディベートを聴講し

、テーマにおける課題と肯定側および

否定側の主張を理解することができる

。

【思考力、判断力、表現力等】　

（ディベート班）

　班で用意したことをそれぞれの発表

分担と自由討論で積極的に発言できる

。

（聴衆者）

　ディベートを聞きながら、その合理

性を判断し、自らの見解を構築するこ

とができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

　班の仲間と協力して、ディベート発

表に積極的に取り組むことができる。

　ディベートの司会、記録、判定の集

計を協力して行うことができる。

・ディベート発表及び考察

　各グループは40分程度でディベ

ートを行う。

　発表グループはレジメを事前に

提出する。

　聴衆者は毎回のディベートを聞

き、自分の考えをまとめるととも

に相互評価を行う。

【知識】

・他のグループのディベートを聴講し、テーマ

における課題と肯定側および否定側の主張を理

解することができた。

【思考力、判断力、表現力等】　

・（ディベート班）

　班で用意したことをそれぞれの発表分担と自

由討論で積極的に発言できた。

・（聴衆者）

　ディベートを聞きながら、その合理性を判断

し、自らの見解を構築することができた。

【主体的に学習に取り組む態度】

・班の仲間と協力して、ディベート発表に積極

的に取り組むことができた。

・ディベートの司会、記録、判定の集計を協力

して行うことができた。

２
学
期

【知識】

・適切なテーマ設定ができる。

・テーマについて、資料等から正しい

知識を収集することができる。

【思考力、判断力、表現力等】　

　それぞれのテーマについて課題を見

つけ出し、現状と問題点をグループで

分担しながら調べを進めることができ

る。

・各自が調べたものをグループとして

レポートにまとめることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

・テーマについて関心をもって、グル

ープで協力しながら、積極的に課題に

取り組もうとする。

　現代社会と健康、安全な社会生

活、生涯を通じる健康と、以下の

健康を支える環境づくりから学習

テーマを設定し、テーマについて

のレポート作成及び、そのテーマ

についてディベートを行う準備を

する。

・大気汚染と健康

・水質汚濁と土壌汚染と健康

・健康と健康に関わる対策

・ごみの処理と上下水道の整備

・食品の安全性

・食品衛生に関わる活動

・保健サービスとその活用

・医療サービスとその活用

・医薬品の制度とその活用

・さまざまな保健活動や社会的対

策

・健康に関する環境づくりと社会

参加

【知識】

・適切なテーマ設定ができた。

・テーマについて、資料等から正しい知識を収

集することができた。

【思考力、判断力、表現力等】　

・それぞれのテーマについて課題を見つけ出し

、現状と問題点をグループで分担しながら調べ

を進めることができた。

・各自が調べたものをグループとしてレポート

にまとめることができた。

【主体的に学習に取り組む態度】

・テーマについて関心をもって、グループで協

力しながら、積極的に課題に取り組もうとした

。

〇



年間授業計画

高等学校 令和８年度（２学年用） 教科
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ D 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

○

評価規準

① 定期考査：中間・期末

② 英単語ターゲット1900英単語テスト

③ Element 単語テスト

④ 音読テスト/Speech

⑤ Writing

⑥ 提出物等

① 定期考査：中間・期末

② 英単語ターゲット1900英単語テスト

③ Element 単語テスト

④ 音読テスト/Speech

⑤ Writing

⑥ 提出物等

配
当
時
数

○

○

○ ○

○

○

○ ○

17

1

23

○

○

○

○ 1○

○ ○ ○

○

定期考査

○ ○ ○

○

○

【知識及び技能】

　各レッスンのテーマに関する語彙

を理解する。英語らしい発音を理解

し、聞き取る。

【思考力、判断力、表現力等】　

　全体のパラグラフ構成を見通しな

がら、本文の内容が理解できる。ま

た本文に関連した英作文が書けるよ

うになる。

【学びに向かう力、人間性等】

　積極的にコミュニケーションを図

る態度が身につく。

Lesson 3 Preconception

Lesson 4 The Century of War

・一人１台端末の活用

定期考査

外国語 英語コミュニケーションⅡ 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

領域

１
学
期

【知識及び技能】

　各レッスンのテーマに関する語彙

を理解する。英語らしい発音を理解

し、聞き取る。

【思考力、判断力、表現力等】　

　全体のパラグラフ構成を見通しな

がら、本文の内容が理解できる。ま

た本文に関連した英作文が書けるよ

うになる。

【学びに向かう力、人間性等】

　積極的にコミュニケーションを図

る態度が身につく。

Lesson 1 Cultures around the world

Lesson 2 Power of Words

・一人１台端末の活用
○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

・外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働
きなどについて理解を深めている。
・外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働
きなどの知識を、聞くこと、読むこと、話すこ
と、書くことによる実際のコミュニケーション
において、目的や場面、状況に応じて適切に活
用できる技能を身に付けている。

コミュニケーションの行う目的や場面、状況な
どに応じて、日常的な話題や社会的な話題につ
いて、外国語で情報や考えなどの概要や要点、
詳細、話し手や書き手の意図のなどを的確に理
解したり、これらを活用して適切に表現したり
伝え合ったりしている。

外国語

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国語
で情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手のの意図などを的確に理解したり，これらを活用し
て適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的，
自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

英語コミュニケーションⅡ

○ ○

【 知　識　及　び　技　能 】
外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，聞くこと，
読むこと，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて
適切に活用できる技能を身に付けるようにする。

外国語  科目　英語コミュニケーションⅡ

ELEMENT Ⅱ English Communication Ⅱ

知

【学びに向かう力、人間性等】

思 態

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞
き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、
主体的、自律的に外国語を用いてコミュニケーシ
ョンを図ろうとしている。



○ ○ ○

① 定期考査：学年末

② 英単語ターゲット1900英単語テスト

③ Cutting Edge 単語テスト

④ 音読テスト/Speech

⑤ Writing

⑥ 提出物等

○ ○ ○

26
３
学
期

○

○ ○ ○ 1

○ ○ ○ 23

○ 23

【知識及び技能】

　各レッスンのテーマに関する語彙

を理解する。英語らしい発音を理解

し、聞き取る。

【思考力、判断力、表現力等】　

　全体のパラグラフ構成を見通しな

がら、本文の内容が理解できる。ま

た本文に関連した英作文が書けるよ

うになる。

【学びに向かう力、人間性等】

積極的にコミュニケーションを図る

態度が身につく。

Cutting Edge (BLUE)

大学入試問題演習

・一人１台端末の活用

○ ○ ○ ○

1

２
学
期

○ ○ ○

Lesson 7 Advances in Medical 

Technology

Lesson 8 A Tiny Step, a Big Impact

・一人１台端末の活用 ○ ○ ○ ○ ○

① 定期考査：中間・期末

② 英単語ターゲット1900英単語テスト

③ Element 単語テスト

④ 音読テスト/Speech

⑤ Writing

⑥ 提出物等

【知識及び技能】

　各レッスンのテーマに関する語彙

を理解する。英語らしい発音を理解

し、聞き取る。

【思考力、判断力、表現力等】　

　全体のパラグラフ構成を見通しな

がら、本文の内容が理解できる。ま

た本文に関連した英作文が書けるよ

うになる。

【学びに向かう力、人間性等】

　積極的にコミュニケーションを図

る態度が身につく。
定期考査

【知識及び技能】

　各レッスンのテーマに関する語彙

を理解する。英語らしい発音を理解

し、聞き取る。

【思考力、判断力、表現力等】　

　全体のパラグラフ構成を見通しな

がら、本文の内容が理解できる。ま

た本文に関連した英作文が書けるよ

うになる。

【学びに向かう力、人間性等】

　積極的にコミュニケーションを図

る態度が身につく。

○ ○ ○ 1

合

計

117

Lesson 5 How Our Minds Work 

Lesson 6 IT and Life

・一人１台端末の活用
○ ○ ○ ○ ○

① 定期考査：中間・期末

② 英単語ターゲット1900英単語テスト

③ Element 単語テスト

④ 音読テスト/Speech

⑤ Writing

⑥ 提出物等

○ ○

○ ○ ○

定期考査
○ ○ ○

定期考査



年間授業計画

高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ D 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

外国語
外国語 論理・表現Ⅱ 3

論理・表現Ⅱ

論理・表現Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

・外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働
きなどについて理解を深めている。
・外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働
きなどの知識を、聞くこと、読むこと、話すこ
と、書くことによる実際のコミュニケーション
において、目的や場面、状況に応じて適切に活
用できる技能を身に付けている。

コミュニケーションの行う目的や場面、状況な
どに応じて、日常的な話題や社会的な話題につ
いて、外国語で情報や考えなどの概要や要点、
詳細、話し手や書き手の意図のなどを的確に理
解したり、これらを活用して適切に表現したり
伝え合ったりしている。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞
き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、
主体的、自律的に外国語を用いてコミュニケーシ
ョンを図ろうとしている。

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】
外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，聞くこと，
読むこと，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて
適切に活用できる技能を身に付けるようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国語
で情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手のの意図などを的確に理解したり，これらを活用し
て適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的，
自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

EARTHRISE English Logic and Expression

１
学
期

【知識及び技能】

　文の種類、文型、時制を理解する

。

【思考力、判断力、表現力等】　

　文の種類、文型、時制を用いた英

作文が書けるようになる。

【学びに向かう力、人間性等】

　積極的に英語を使用して表現しよ

うとする姿勢が身につく。

文の種類・文の構造　時制（１）

・副教材 入試必携英作文 Write to the 

Point

・一人１台端末の活用

○ ○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

○

〇

○

① 定期考査：中間・期末

② 文法確認テスト（Vintage）

③ Writing

④ Debate

⑤ 提出物等

○ ○

定期考査 〇 〇

○ 10

思 態

配
当
時
数

評価規準 知

○ ○ ○ 1

① 定期考査：中間・期末

② 文法確認テスト（Vintage）

③ Writing

④ Debate

⑤ 提出物等

○ ○ ○ 16

【知識及び技能】

　完了形、助動詞を理解する。

【思考力、判断力、表現力等】　

　完了形、助動詞を用いた英作文が

書けるようになる。

【学びに向かう力、人間性等】

　積極的に英語を使用して表現しよ

うとする姿勢が身につく。

時制（２）　助動詞　動詞の態　不

定詞  動名詞

・副教材入試必携英作文 Write to the 

Point

・一人１台端末の活用

○ ○ ○ ○

○ 1定期考査 〇 〇 〇 ○ ○



○ ○

３
学
期

合

計

78

定期考査 〇 〇 〇 ○ 1

17

○ ○ 15

定期考査 〇 〇 〇 ○

【知識及び技能】

　分詞、関係詞を理解する。

【思考力、判断力、表現力等】　

　分詞、関係詞を用いた英作文が書

けるようになる。

【学びに向かう力、人間性等】

　積極的に英語を使用して表現しよ

うとする姿勢が身につく。

関係詞（２）　仮定法　

時制の一致と話法　

否定・特殊構文　接続詞

・副教材入試必携英作文 Write to the 

Point

・一人１台端末の活用

○ ○ ○ ○ ○

① 定期考査：中間・期末

② 文法確認テスト（Vintage）

③ Writing

④ Debate

⑤ 提出物等

○

○ 15

２
学
期

【知識及び技能】

　受動態、不定詞、動名詞を理解す

る。

【思考力、判断力、表現力等】　

　受動態、不定詞、動名詞を用いた

英作文が書けるようになる。

【学びに向かう力、人間性等】

　積極的に英語を使用して表現しよ

うとする姿勢が身につく。

分詞　比較　関係詞（１）

・副教材入試必携英作文 Write to the 

Point

・一人１台端末の活用
○ ○ ○ ○ ○

① 定期考査：中間・期末

② 文法確認テスト（Vintage）

③ Writing

④ Debate

⑤ 提出物等

定期考査 〇 〇 〇

○ ○ 1

○ 1

【知識及び技能】

　文の種類、文型、時制を理解する

。

【思考力、判断力、表現力等】　

　文の種類、文型、時制を用いた英

作文が書けるようになる。

【学びに向かう力、人間性等】

　積極的に英語を使用して表現しよ

うとする姿勢が身につく。

○ ○

○ ○

名詞・冠詞・代名詞　

形容詞・副詞　

疑問詞・前置詞

・副教材入試必携英作文 Write to the 

Point

・一人１台端末の活用

○ ○ ○ ○ ○

① 定期考査：中間・期末

② 文法確認テスト（Vintage）

③ Writing

④ Debate

⑤ 提出物等



年間授業計画　

高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ D 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて
、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返って
改善したりして、地域社会に参画しようとするとと
もに、自分や家庭、地域の生活の充実向上を図るた
めに実践しようとする。

【学びに向かう力、人間性等】

家庭 家庭基礎
家庭 家庭基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費
生活・環境などについて、生活を主体的に営む
ために必要な基礎的な理解を図るとともに、そ
れらに係る技能を身に付ける。

家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見
いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評
価・改善し、考察したことを根拠に基づいて論理的
に表現するなど、障害を見通して課題を解決する力
を身に付ける。

実教出版　気づく力　築く未来

家庭

生涯を見通して，家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして
課題を解決する力を身につける。

さまざまな人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，課題の解決に主体的に取り組んだり，振り返って改善したりして，地域社会に参画しようとするとともに，自分や家庭，地域の生活を
創造し，実践しようとする。

家庭基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活などに関する基礎的・基本的な知識と技術を

習得させ、家庭や地域の生活課題を主体的に解決するとともに、生活の充実向上を図る能力と実

践的な態度を育てる。

１
学
期

第１章　これからの人生について考

えてみよう

・自分の未来予想図を描こう～生涯

発達と発達課題～

・ライフステージにおける発達段

階について学び，現在の自分の課

題を考える。

・今の自分について自己分析を行

い，未来予想図を描く。

【知識・技能】自分自身について考えるワークシートや将来についてのレポート

などを通して，自分や，人の一生についての考えをまとめることができる。

【思考・判断・表現】人生の各ライフステージの特徴と課題について知り，少子

高齢社会，男女共同参画社会などの社会状況を考えながら，自分の生活や将来に

ついて考えを深め，発表などを通じて考えを表現することができる。　

【主体的に学習に取り組む態度】現在の自分のこと，将来の生活設計を考えるこ

とについて，意欲を持って取り組もうとしている。

○ ○ ○

第２章　自分らしい生き方と家族

・ライフキャリア

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

第３章　子どもとかかわる

・子どもの生活

○

○ ○

・働く意義とどのような仕事（職

場）で働きたいと思うかを考える

。

・職業労働と家事労働の違いをま

とめる。

・職業生活や家庭生活における時

間の使い方について考える。

【知識・技能】・生活にかかわる労働の意義，

また，現在の労働環境などについて理解できる

。

・現在の生活時間の状況をふまえ，生活時間と

労働との関係について理解できる。

　【主体的に学習に取り組む態度】労働の意義

や役割，労働時間と生活時間との関わりについ

て関心をもち，現在の家族・家庭がかかえる課
・子どもの発達について考える。

・子どものからだの成長のようす

を学ぶ。

【知識・技能】子どもの心身の発達や子ども

の生活についての知識を身につけている。

【主体的に学習に取り組む態度】子どもとふ

れあう体験学習や，子どものためのおもちゃ

づくり，お菓子づくりなどの実践活動に，積

極的に参加し，子どもの発達の様子や生活に

興味・関心を持とうとしている。

○

第９章　消費行動を考える

・消費行動と意思決定

・主体的な消費行動について多角

的に考える。

・情報社会における生活情報につ

いて知り，その適切な活用方法に

ついて考える。

【知識・技能】消費行動について，さまざまな情報を収集しながら，自分の消費

行動について検証することができる。

【思考・判断・表現】消費行動における意思決定の過程について，具体的な事例

を通して主体的に考え，判断することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】自分が一消費者であることを自覚し，物・サー

ビスの購入のあり方や，消費行動，消費と環境とのかかわりについて積極的に理

解しようとする。

○ ○

第５章　社会とかかわる

・支えあって生きる

第６章　食生活をつくる

・食品の選び方と安全

・人の一生と社会福祉とのかかわ

りをイメージすることで，「福祉

」の意味について考える。

・社会保障制度のしくみを踏まえ

て将来に向けての課題を考える。

・食品衛生（食品の選択，食中毒

，食品添加物）について学ぶ。

【知識・技能】社会福祉の意味，現在の社会福祉の状況，社会保障制度のしくみ

について理解できる。・食中毒の予防法や，食品添加物の特徴をとらえることで

，安全な食品について理解している。

　【思考・判断・表現】社会福祉や生涯を通しての社会保障制度のしくみについ

て，現在の生活課題と関連させながら考えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】生涯を通しての社会福祉・社会保障のしくみや

地域での支え合いのしくみについて意欲的に理解しようとしている。

○ ○

【知識・技能】材料の選択，日常の衣服管理の

方法を習得するとともに，基礎縫いなどの縫製

技術を身につけ，日常着の管理ができる。

【思考・判断・表現】ライフステージと住空間

の設計の関係，住環境について考えを深めるこ

とができる。

【主体的に学習に取り組む態度】住まいの機能

，住空間の計画や住環境について関心をもち，

快適な住まいづくり，よりよい住生活の創造に

むけて意欲的にとりくもうとする。定期考査 ○ ○

配当
時数

13

14

人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え，家族・家庭の意義，家族・家庭と社会との関わりについて理解を深め，生活を主体的に営むために必要な家族・家庭，衣食住，消費や環
境などについて理解しているとともに，それらにかかわる技能を身につける。

15

第７章　衣生活をつくる

・衣服の構造・デザイン

第８章　住生活をつくる

・住まいを計画する

・洋服と和服の違いを考える。

・日常着を製作する。

・浴衣の着つけについて学ぶ。

・ライフステージによる住まいの

変化について考える。

・快適な住まい方を考え，平面計

画を立てる。

○

定期考査

第4章　高齢者とかかわる

・高齢社会に生きる

・これまでの高齢者とのかかわり

を振り返る。

・高齢社会の現状を知り，身近な

問題としてとらえる。

1

○

○

○ ○ ○

【知識・技能】高齢化社会の現状や課題について情報

収集，調査・研究をし，課題解決に向けて考えをまと

めることができる。

　【思考・判断・表現】高齢社会の課題やその解決に

むけて，新聞記事などを収集し・分析する課程におい

て，課題の発見，解決の方向を導き出すことができる

。　

【主体的に学習に取り組む態度】高齢社会の現状，高

齢者の心身の特徴や生活について積極的に知り，高齢

者とかかわろうとしている。

○

○

○

２
学
期

定期考査 ○ ○

合計

17

1

３
学
期

78

○

第１０章　経済的に自立する

・将来のライフプランニング

・将来のライフイベントや起こり

うるリスクと，その費用について

考え，長期的な経済計画について

学ぶ。

・金融商品の特徴と選択基準を学

ぶ。

【知識・技能】・短期・長期の経済計画にか

かわる実習を通して，経済的な側面から人生

設計を組み立てることができる。

　【思考・判断・表現】将来のライフイベン

トとその費用を考えることができる。

○ ○

16

1


